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全
国
大
会
開
催
ま
で
残
り

1
ヶ
月
を
切
り
、
北
海
道
電
気

工
事
業
工
業
組
合
で
は
同
大
会

を
無
事
成
功
さ
せ
る
た
め
、
万

全
の
体
制
を
整
え
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　

『
新
世
紀
に
向
か
い供
試
さ
れ

る
大
地
・
北
海
道
僑
か
ら
新
し

い
発
想
を
！
』
を
大
会
テ
ー
マ

に
、
新
技
術
・
新
分
野
へ
の
進

出
や
業
界
内
の
体
質
改
善
等
を

積
極
的
に
訴
え
て
い
く
つ
も
り

だ
。

　

同
大
会
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
、
熊
田
俊

明
北
海
道
大
学

大
学
院
教
授
に

よ
る
「
地
球
環

境
保
全
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
」

を
テ
ー
マ
に
し

た
記
念
講
演
、

全
国
青
年
部
協

議
会
の
意
見
発

表
、「
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
」
や

「
ア
イ
ヌ
民
族

舞
踊
」
な
ど
、

音
と
踊
り
を
披

露
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
全
国
各
地

か
ら
大
勢
の
参
加
者
を
期
待
し

て
い
る
。

　

同
大
会
の
メ
イ
ン
会
場
と
な

る
ロ
イ
ト
ン
札
幌
3
階
の
ロ
イ

ト
ン
ホ
ー
ル
は
、
総
面
積
1
、

7
7
4
㎡
、
天
井
高
8
ｍ
と
札

幌
市
最
大
級
の
ス
ケ
ー
ル
を
誇

る
。
大
会
当
日
、
こ
の
広
大
な

会
場
は
、
全
国
所
属
組
合
員
の

代
表
と
明
日
を
担
う
青
年
部
員

で
埋
ま
る
こ
と
と
な
る
。　

広告スペース

全
国
大
会

　

全
日
電
工
連
主
催
に
よ
る
第　

回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
の
開
催
ま
で
1
ヶ
月
を
切
っ
た
。

17

今
年
は
北
海
道
電
気
工
事
業
工
業
組
合
主
管
で
、
9
月　

日
（
金
）、
北
海
道
・
札
幌
市
内
の
ロ

29

イ
ト
ン
札
幌
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
。
同
大
会
は
全
国
の
所
属
組
合
員
の
代
表
が
一
同
に
会
し
、

当
面
の
課
題
に
つ
い
て
討
議
し
、
ま
た
大
同
団
結
を
図
る
組
織
的
に
も
重
要
な
場
と
な
る
。

▽
開
催
日　

　

平
成　

年
9
月　

日
画

12

29

▽
開
催
場
所

　

ロ
イ
ト
ン
札
幌
＝
札
幌
市
中

　

央
区
北
一
条
西
十
一
丁
目

　

緯
0
1
1
（
2
7
1
）
2
7

　

1
1

第 17 回 電 気 工 事 業 全 国 大 会

い
発
想
を
！
」
で
す
が
、供
試
さ

れ
る
大
地
・
北
海
道
僑
の
試
さ

れ
る
は
、
決
し
て
つ
ら
い
意
味

で
の
試
さ
れ
る
で
は
な
く
、「
自

ら
に
問
い
か
け
る
」
あ
る
い
は

「
世
に
問
う
」
と
い
う
プ
ラ
ス

思
考
を
示
す
言
葉
で
あ
る
と
と

も
に
、「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
」
の
意
味
が
込

め
ら
れ
て
お
り
、
新
し
い
時
代

に
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い
る

「
北
海
道
」
で
あ
り
、
頑
張
っ

て
い
る
道
民
の
皆
さ
ん
の
気
持

ち
を
全
国
に
お
伝
え
し
、
北
海

道
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
し
、
ひ

い
て
は
多
く
の
皆
さ
ん
に
北
海

道
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

け
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
今
の
我
が
国
の
経
済
環
境

は
、
平
成
不
況
が
長
引
く
中
、

個
人
消
費
の
低
迷
、
民
間
設
備

投
資
の
継
続
的
な
抑
制
な
ど
が

主
要
因
と
な
っ
て
、
異
常
な
ま

で
の
過
当
競
争
や
価
格
破
壊
か

ら
極
め
て
厳
し
い
情
勢
の
中
に

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
は
、

高
度
情
報
化
社
会
、
高
齢
化
、

地
球
環
境
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
付
加

さ
れ
る
「
新
し
い
技
術
」「
新
し

い
分
野
」
へ
の
挑
戦
を
し
果
敢

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
思
い

切
っ
た
発
想
の
転
換
を
は
か
り
、

従
来
の
受
け
身
の
受
注
形
態
か

ら
提
案
型
営
業
へ
の
切
り
替

え
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。

　

第　

回
大
会
に
お
い
て
こ

17

れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
認
識

を
新
た
に
し
、
全
国
5
万
の

英
知
と
パ
ワ
ー
を
結
集
し
、

業
界
の
繁
栄
と
組
織
の
強

化
・
発
展
に
繋
げ
る
実
効
あ

る
大
会
と
し
、
新
世
紀
に
向

か
い
電
気
工
事
業
の
一
層
の

飛
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

何
卒
、
本
大
会
に
多
く
の

皆
様
方
の
ご
出
席
を
い
た
だ

き
、
豊
饒
の
秋
の
さ
な
か
、

ロ
マ
ン
と
大
自
然
の
北
海
道

を
舞
台
に
、
我
が
電
気
工
事

業
界
の
未
来
に
つ
い
て
の
語

ら
い
を
十
分
に
深
め
ら
れ
、

多
く
の
成
果
を
お
持
ち
帰
り

下
さ
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

全
国
か
ら
多
く
の
皆
様
方

の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

第　

回
電
気
工
事
業
全
国

17

大
会
は
、
来
る
9
月　

日
29

（
金
）
北
海
道
札
幌
市
に
お

い
て
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な

り
、
諸
準
備
を
と
り
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
北
海
道
で
の

開
催
は
、
平
成
2
年
9
月
開

催
の
第
8
回
大
会
以
来
2
回

目
の
開
催
と
な
り
、　

世
紀

20

の
締
め
く
く
り
の
大
会
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
大
会
に
い
た

し
た
い
と
存
じ
て
お
り
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。　

　

こ
の
度
の
テ
ー
マ
は
、「
新

世
紀
に
向
か
い
供
試
さ
れ
る

大
地
・
北
海
道
僑
か
ら
新
し

▽
主
催

　

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組

　

合
連
合
会　

会
長
米
沢
外
秋

▽
主
管

　

北
海
道
電
気
工
事
業
工
業
組

　

合　

大
会
実
行
委
員
長
＝
島

　

津
孝
吉

▽
大
会
テ
ー
マ

　

新
世
紀
に
向
か
い
供
試
さ
れ

　

る
大
地
・
北
海
道
僑
か
ら
新

　

し
い
発
想
を
！

　

・
新
し
い
業
界
ビ
ジ
ョ
ン
の

　
　

も
と
思
い
切
っ
た
発
想
の

　
　

転
換
を

　

・
新
技
術
、
新
分
野
へ
の
果

　
　

敢
な
挑
戦
で
事
業
の
拡
大

▽
受
付

　

ロ
イ
ト
ン
札
幌
2
Ｆ
ロ
ビ
ー

　
　

：　

～

10

30

▽
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

茨
記
念
講
演
【　

：　

～　

：

13

00

14

　
　

】
20

　

テ
ー
マ
「
地
球
環
境
保
全
と

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」

　

講
演
者　

北
海
道
大
学

　

大
学
院
教
授
・
熊
田
俊
明
氏

芋
大
会
式
典

　

【　

：　

～　

：　

】

14

30

16

00

　

開
会
挨
拶

　

主
催
者
挨
拶　

全
日
電
工
連

　
　

会
長

　

来
賓
挨
拶

　

来
賓
紹
介

　

青
年
部
意
見
発
表

　

大
会
決
議　

全
日
電
工
連
副

　
　

会
長

　

次
回
開
催
地
挨
拶

　

閉
会
挨
拶

鰯
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

【　

：　

～　

：　

】

16

10

17

30

　

音
と
踊
り
で
つ
づ
る
北
海
道

　

の
歴
史

　

イ
、
北
海
道
の
幕
開
け　
　

　
　
　

ア
イ
ヌ
民
族
舞
踊

　

ロ
、
北
海
道
の
朝　
　

と
び

　

ハ
、
北
海
道
の
ま
つ
り
Ⅰ　

　
　

み
こ
し
（
札
電
協
・
い
か

　
　

づ
ち
会
）

　

ニ
、
北
海
道
の
ま
つ
り
Ⅱ　

　
　

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

允
懇
親
会

全
国
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　

会　

長　

米 
沢 
外 
秋

　
　
　
　

大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

島 
津 
孝 
吉

開
催
要
領

第 1 7 回

広
告
ス
ペ
ー
ス
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『
電
気
使
用
安
全
月
間
』
の
ト
ッ
プ
行
事
で
あ
る
電
気
保
安
功
労
者
の
表
彰
式
が
8
月
1
日
、

東
京
都
港
区
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
行
な
わ
れ
た
。

　

毎
年
、
電
気
保
安
体
制
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
電
気
保
安
業
務
に
尽
力
し
た
者
を

表
彰
す
る
催
し
で
、
1
9
6
4
年
の
創
設
以
来
今
年
で
第　

回
目
。
今
年
は
全
日
電
工
連
関
係

36

者　

名
を
含
む　

名
が
受
賞
し
、
河
野
博
文
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
か
ら
各
々
表
彰
状
を
手

17

29

渡
さ
れ
た
。　

　

表
彰
式
で
は
冒
頭
で
河
野
博

文
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
が
、

「
社
会
の
高
度
化
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、
電
力

の
安
定
供
給
は
絶
対
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
陰
で
支

え
る
受
賞
者
の
皆
さ
ん
の
努
力

に
は
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
。
」

と
、
平
沼
赳
夫
通
産
大
臣
の
式

辞
を
代
読
。

　

ま
た
今
年
7
月
よ
り
施
行
さ

れ
た
一
般
用
電
気
工
作
物
の
保

守
管
理
業
務
参
入
自
由
化
に
も

触
れ
、「
民
間
事
業
者
を
活
用
し

た
保
安
業
務
の
重
要
性
は
、
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
。
今
後

も
電
気
保
安
の
模
範
と
し
て
更

な
る
貢
献
を
お
願
い
す
る
。」
と

述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
表
彰
状
及
び
記

念
品
が
受
賞
者
各
々
に
手
渡
さ

れ
た
。
全
日
電
工
連
関
係
で
は
、

『
個
人
の
部
』
で
9
名
、『
営
業

所
の
部
』
で
8
営
業
所
が
表
彰

さ
れ
た
。

　

表
彰
状
授
与
の
後
、
川
合
辰

雄
日
本
電
気
協
会
会
長
が
、「
質

の
高
い
電
力
安
定
供
給
の
た
め

に
今
後
も
後
進
の
育
成
に
ご
尽

力
頂
き
た
い
。
」と
来
賓
祝
辞
を

述
べ
、
更
に
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
中
島
博
夫
理
事
（
鹿
児
島

県
工
組
理
事
長
）
が
、「
こ
の
度

の
栄
え
あ
る
受
賞
を
糧
に
、
今

後
も
電
気
保
安
業
務
に
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と

謝
辞
を
述
べ
、
表
彰
式
を
終
え

た
。

　

続
い
て
、
日
本
電
気
協
会
主

催
の
受
賞
者
祝
賀
会
に
移
り
、

川
合
辰
雄
日
本
電
気
協
会
会
長

の
挨
拶
後
、
星
野
聰
史
日
本
電

設
工
業
協
会
会
長
の
音
頭
で
乾

杯
が
行
な
わ
れ
た
。

　

来
賓
の
米
沢
外
秋
全
日
電
工

連
会
長
は
こ
の
席
上
、
受
賞
者

や
そ
の
家
族
、
関
係
者
と
懇
談

し
、
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

緊
張
し
た
面
持
ち
の
受
賞
者

個人の部

静岡県工組

常務理事

代表取締役

社長
後藤電機（株）後藤　知克

神奈川県工組

専務理事

取締役　

会長
佐藤電工㈱佐藤　陸彦

愛知県工組

常務理事
代表取締役春日井電気㈱小境　康照

大阪府工組
代表取締役

会長
㈱新興電機工業所喜家村利雄

大阪府工組

副理事長
代表取締役大谷電気㈱大谷　五郎

京都府工組

理事
代表テック・ナカジマ中島　光男

和歌山県工組

理事
代表畠山電気商会畠山　功

徳島県工組

理事
代表取締役㈲田中電機商会田中　忠雄

鹿児島県工組

理事長
代表取締役㈱中島電器中島　博夫

営業所の部

北海道工組代表取締役橋本　昭夫橋本電気工事㈱

埼玉県工組

常務理事
代表取締役下鳥勝三郎㈱下鳥電機

愛知県工組

副理事長　
代表取締役石黒　俊正石黒電気工事㈲

長野県工組

理事
代表取締役有賀　昭彦㈱電管エンジニアリング

静岡県工組代表取締役藤田　正夫藤田電気㈱

福井県工組

副理事長
代表取締役山本　久栄丸営電工㈱

愛媛県工組代表取締役越智利喜義越智電気工事㈱

沖縄県工組代表取締役柴引　清保東洋電気工事㈱

平成 12 年度 電気保安功労者通商産業大臣賞受賞者一覧

　

各
地
で
は
、
街
頭
で
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
出
動

な
ど
、
猛
暑
の
下
、
活
発
な
活

動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

今
年
度
の
『
電
気
使
用
安
全

月
間
』
実
施
項
目
の
う
ち
、「
電

気
使
用
安
全
に
関
す
る
啓
蒙
指

導
」
で
は
、
各
工
業
組
合
会
館

に
大
き
な
垂
れ
幕
を
掲
げ
た
り
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
「
電
気

は
正
し
く
安
全
に
！
」
と
大
書

し
た
看
板
を
載
せ
、
街
中
を
巡

回
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
り
と
、

各
地
で
は
活
発
な
活
動
が
注
目

　

8
月
1
日
か
ら
1
ヶ
月
間
、
通
産
省
主
唱
に
よ
る
『
電
気
使
用
安
全
月
間
』
が
全
国
一
斉
に

展
開
さ
れ
た
。

　

8
月
1
日
に
行
な
わ
れ
た
電
気
保
安
功
労
者
通
商
産
業
大
臣
表
彰
を
皮
切
り
に
、
期
間
中
全

日
電
工
連
を
始
め
ブ
ロ
ッ
ク
連
合
会
、
各
組
合
が
こ
ぞ
っ
て
電
気
を
安
全
に
使
用
す
る
た
め
の

Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
た
。

を
集
め
て
い
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
の

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
の
宣
伝
や

広
報
を
始
め
、
各
組
合
員
が
街

頭
に
貼
り
出
し
た
ポ
ス
タ
ー
も

運
動
を
後
押
し
し
た
。
漏
電
遮

断
器
取
り
付
け
の
啓
蒙
活
動
も

行
な
わ
れ
、「
電
気
使
用
安
全
の

た
め
漏
電
遮
断
器
を
取
り
付
け

ま
し
ょ
う
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
の
下
、
電
気
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
た
。

広告スペース



全 日 電 工 連 平成12年 9月 1日第 378 号 (第３種郵便物認可)(3)

米
沢
会
長
を
始
め
、多
数
の
来
賓
が
出
席
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る
中
島
博
夫

氏（
鹿
児
島
）

受
賞
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
米
沢
会
長

受
賞
さ
れ
た
中
島
博
夫
氏
夫
妻
を
囲
む
米
沢
会

長
と
川
合
辰
雄
日
本
電
気
協
会
会
長（
左
端
）

表
彰
式
の
模
様
。全
日
電
工
連
で
は
、8
営
業
所
、

9
名
が
受
賞
し
た
。

祝
賀
会
に
て
受
賞
者
を
囲
む
米
沢
会
長
ら

来
賓
の
み
な
さ
ん

受
賞
者
、来
賓
、関
係
者
で
賑
わ
っ
た
祝
賀
会

平
沼
通
産
大
臣
の
式
辞
を
代
読
す
る

河
野
博
文
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官

広告スペース



全 日 電 工 連 平成12年 9 月 1日(第３種郵便物認可) (4)第 378号

１２年度１１年度１２年度１１年度

目標実績目標実績

430356滋　賀420353北海道

270224京　都5012青　森

5018奈　良5025岩　手

200164大　阪330271秋　田

10081和歌山12098宮　城

410342兵　庫1,4001,163山　形

12097岡　山1,4401,196福　島

250211広　島2,2701,891新　潟

500鳥　取170144富　山

5036島　根2,0201,687石　川

500山　口690578福　井

500香　川1000茨　城

11094愛　媛10055栃　木

190159徳　島10015群　馬

5033高　知120101埼　玉

320265福　岡1004千　葉

370307佐　賀10022東　京

2,4302,021長　崎10058神奈川

500大　分500山　梨

5033宮　崎160131静　岡

5021熊　本130108愛　知

502鹿児島210176長　野

501沖　縄1,020853岐　阜

17,16013,515合　計160134三　重

　

一
般
家
庭
を
含
め
た
全
て
の

需
要
家
に
対
し
、
自
ら
点
検
調

査
を
行
う
技
術
的
能
力
を
期
待

す
る
こ
と
は
、
現
状
に
お
い
て

も
、
ま
た
将
来
に
お
い
て
も
困

難
で
あ
る
た
め
、
一
般
用
電
気

工
作
物
に
係
る
安
全
確
保
は
需

要
家
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
し
た
上
で
、
需
要
家
の
責

任
を
補
完
す
る
仕
組
み
を
社
会

的
に
整
備
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
背
景
に
、

本
年
7
月
、
一
部
改
正
さ
れ
た

電
気
事
業
法
が
施
行
さ
れ
た
。

　

需
要
家
に
つ
い
て
は
一
定
の

技
術
的
能
力
を
有
し
か
つ
公
正

性
・
中
立
性
を
有
す
る
民
間
調

査
機
関
と
契
約
し
、
当
該
機
関

が
行
う
竣
工
時
及
び
定
期
的
な

点
検
（
調
査
）
を
受
け
る
こ
と

と
す
る
と
と
も
に
、
需
要
家
の

利
益
を
保
護
す
る
観
点
か
ら
、

情
報
公
開
や
第
三
者
的
に

チ
ェ
ッ
ク
が
働
く
仕
組
み
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
民
間
調

査
機
関
の
能
力
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。

　

し
か
し
、
本
年
7
月
に
施
行

さ
れ
た
改
正
電
気
事
業
法
に
よ

り
、
電
気
工
事
業
界
が
新
た
に

一
般
用
電
気
工
作
物
調
査
業
務

に
参
入
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、

需
要
家
自
ら
に
よ
る
安
全
確
保

を
原
則
と
し
た
制
度
へ
移
行
し

た
と
言
え
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
電
気
工
事
業
者

　

保
守
管
理
委
員
会
（
北
村
昭
五
委
員
長
）
で
は
、
保
守
管
理
業
務
を
重
点
事
業
の
一
つ
と
し
て
毎
年
一
定
の
目
標
数
値
を
掲
げ
、

受
託
契
約
拡
大
に
努
め
て
き
た
が
、
こ
こ　

年
来
は
年
間
1
3
、
0
0
0
件
程
度
の
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

10

　

同
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
の
受
託
契
約
拡
大
に
つ
な
が
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
ま
ず
受
託
件
数
0
件
の
工
組
を
な
く
し
、
全

国
各
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
前
年
度
の
件
数
を
下
回
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
最
低
1
7
、
0
0
0
件
以
上
の
受
託
契
約
数
の
達
成
を
目
指

し
て
お
り
、
文
書
に
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
連
合
会
会
長
宛
に
通
知
し
て
い
る
。

保 守管 理受 託 件数 と平 成 12 年 度目 標件 数

の
役
割
・
責
務
は
益
々
増
大
し
、

自
ら
の
技
術
の
向
上
等
に
よ
り

工
事
不
良
の
更
な
る
減
少
に
努

め
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き

た
。

　

国
に
よ
る
規
制
が
緩
和
さ
れ
、

そ
れ
に
伴
い
必
要
な
安
全
水
準

が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
は
、
電

気
工
事
業
界
を
始
め
と
し
た
民

間
機
関
に
よ
る
電
気
工
作
物
の

検
査
や
、
品
質
管
理
の
状
況
に

係
わ
る
評
価
と
い
っ
た
検
査
が

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
定
着
し
、
そ

れ
ら
を
活
用
し
得
る
環
境
整
備

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

一
般
用
電
気
工
作
物
の
所
有

者
、
設
置
者
等
に
対
し
、
必
要

最
小
限
の
義
務
を
課
す
と
い
う

強
制
法
規
に
よ
る
安
全
規
制
に

止
ま
ら
ず
、
第
三
者
機
関
が
民

間
規
格
を
整
備
し
、
あ
る
い
は

国
の
技
術
基
準
等
を
準
用
し
て

任
意
に
行
う
適
合
性
評
価
制
度

が
、
一
般
用
電
気
工
作
物
に
係

わ
る
安
全
の
確
保
、
需
要
家
に

対
す
る
情
報
の
提
供
と
い
っ
た

観
点
か
ら
有
効
に
機
能
す
る
。

　

将
来
的
に
は
、
電
気
工
事
業

界
を
始
め
と
す
る
第
三
者
機
関

同
士
の
市
場
に
お
け
る
競
争
を

通
じ
、
強
制
規
制
を
補
完
す
る

も
の
と
し
て
、
本
来
の
目
的
で

あ
る
公
共
の
安
全
確
保
及
び
環

境
の
保
全
等
の
一
層
の
向
上
に

資
す
る
第
三
者
機
関
に
よ
る
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

社
会
構
造
が
急
速
に
変
化
す

る
現
在
、　

世
紀
は
通
信
・
高

21

齢
化
・
環
境
問
題
に
対
応
す
る

需
要
が
内
需
の
中
心
と
な
る
こ

と
は
明
白
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

課
題
に
対
す
る
行
政
の
積
極
的

な
支
援
と
民
間
活
力
に
よ
る
投

資
が
一
段
と
拡
大
し
て
い
く
。

  
同
時
に
、
規
制
緩
和
が
進
む

中
で
各
業
界
の
垣
根
を
越
え
た

競
争
と
と
も
に
、
技
術
や
設
備

の
進
歩
に
伴
い
国
民
の
需
要
構

造
も
多
様
化
が
進
む
。

　

そ
の
た
め
電
気
工
事
業
界
に

お
い
て
も
、
従
来
の
受
注
型
営

業
形
態
か
ら
積
極
的
な
提
案
型

営
業
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

保
守
管
理
業
務
は
、
受
託
金

額
の
多
寡
よ
り
も
む
し
ろ
本
業

務
を
通
じ
て
需
要
家
と
直
に
対

話
す
る
こ
と
に
よ
る
設
備
の
増

設
、
改
修
あ
る
い
は
よ
り
効
率

的
な
環
境
づ
く
り
が
主
眼
で
あ

り
、
需
要
家
へ
の
提
案
の
機
会

が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な

が
る
こ
と
に
な
る
。

全
国
1
7
、0
0
0
件

　
　
　
　
　
　

以
上
の
達
成
を
目
指
す

広告スペース



全 日 電 工 連 平成12年 9月 1日第 378 号 (第３種郵便物認可)(5)

　

電
気
工
事
業
界
に
お
け
る
福

利
厚
生
事
業
の
大
き
な
柱
で
あ

る
全
日
本
電
気
工
事
業
国
民
年

金
基
金
は
、
国
民
年
金
適
用
の

自
営
業
者
向
け
に
職
能
型
の
国

民
年
金
基
金
を
設
立
し
、
電
気

工
事
業
に
従
事
す
る
全
て
の

人
々
に
公
的
年
金
の
道
を
開
い

て
い
る
。

　

昨
今
の
厳
し
い
経
済
環
境
の

な
か
、
資
産
運
用
面
な
ど
厳
し

い
時
期
に
あ
る
が
、
将
来
的
に

加
入
者
に
有
利
な
制
度
で
あ
り
、

同
年
金
基
金
事
務
局
で
は
、
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た

国民年金基金都道府県別受付状況
平成 1 2 年 度累 計現在の受付数平成 12 年平成 11 年認 可都道

順位
1 2 年 7 / 3 1 現 在4 / 1 ～ 7 / 3 1目 標受付 数目標 数府県名

 達成率A + BBA

300.00 %31542311105石　川1

291.01 %259225989佐　賀2

242.86 %32342319133富　山3

190 %1143611160山　口4

187.5 %45104524島　根5

183.78 %136513674福　井6

178.65 %1596515389奈　良7

157 %32519324207新　潟8

137.72 %15715156114山　形9

132.26 %123912393岡　山10

130.19 %69106953鳥　取11

129.2 %17725175137宮　崎12

128.13 %16412164128広　島13

125 %24575238196栃　木14

122.99 %23025228187三　重15

119.28 %2666266223岐　阜16

116.94 %14515144124秋　田17

114.09 %1705170149和歌山18

112.41 %15425152137青　森19

112.12 %1115710699滋　賀20

109.85 %44625444406北海道21

109.17 %1317131120長　野22

104.55 %34535342330埼　玉23

104.3 %971109693岩　手24

100.97 %1047104103山　梨25

98.06 %202812194206福　島26

94.06 %190315187202鹿児島27

90.6 %13514135149宮　城28

90.4 %113517108125高  知29

85.01 %397525392467神奈川30

84.95 %175410171206愛  媛31

83.21 %34715347417愛  知32

82.46 %282415278342京  都33

82.23 %27310273332静  岡34

82.01 %3831023373467兵　庫35

81.91 %77177794長  崎36

80.03 %601217599751大　阪37

76.88 %133115132173徳　島38

75.25 %7622574101大　分39

74.8 %187415183250茨　城40

74.44 %13420134180熊　本41

73.22 %134520129183香　川42

56.51 %204319201361千　葉43

51.69 %13825138267福　岡44

51.67 %12420124240群　馬45

41.33 %4155304101004東　京46

19.82 %222022111沖　縄47

94.55 %9552104553944710101合　計

　

平
成
3
年
9
月
に
設
立
さ
れ
た
全
日
本
電
気
工
事
業
国
民
年
金
基
金
は
、
今
年
で
9
年
目
を

迎
え
、
7
月　

日
現
在
で
9
、
5
5
２
人
が
加
入
し
て
い
る
。

31

　

各
都
道
府
県
電
気
工
事
（
業
）
工
業
組
合
で
は
、
所
属
支
部
と
の
連
携
の
下
、
同
基
金
へ
の

加
入
促
進
に
努
め
て
お
り
、
国
民
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
事
業
主
や
従
業
員
に
同
基
金
の

啓
蒙
と
加
入
勧
奨
を
実
施
し
て
い
る
。

加
入
者
の
増
強
及
び
資
産
運
用

の
効
率
化
に
努
め
て
い
く
所
存

だ
。

　

全
日
本
電
気
工
事
業
国
民
年

金
基
金
の
よ
う
な
公
的
年
金
制

度
は
社
会
保
障
制
度
の
中
核
を

成
し
、
日
本
国
憲
法
で
は
、
国

は
「
社
会
的
義
務
」
を
負
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
障
害
を
持
つ
者
、

対
象
者
の
遺
族
や
高
齢
者
の
生

活
設
計
に
役
立
つ
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

国
民
年
金
基
金
制
度
は
、
公

的
な
制
度
で
あ
る
が
、
国
民
年

金
制
度
や
厚
生
年
金
制
度
に
な

い
も
の
を
備
え
て
お
り
、
国
民

年
金
基
金
制
度
の
特
長
と
し
て

は
、
①
年
金
給
付
の
種
類
を
自
由
に

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

②
掛
金
月
額
6
8
、
0
0
0
円

の
上
限
ま
で
、
常
時
何
口
で
も

増
や
す
こ
と
が
可
能
。 

③
年
金
給
付
A
型
を
選
択
す
る

と
、　

年
の
保
証
が
つ
い
て
掛

15

金
の
掛
け
捨
て
、
掛
け
損
が
な

い
。
④
現
在
、
年
金
給
付
の
予
定
利

回
り
が
4
・
0
%
で
あ
る
た
め
、

貯
蓄
性
の
高
い
商
品
で
あ
る
。

⑤
掛
金
全
額
が
「
社
会
保
険
料

控
除
」
の
対
象
と
な
り
、
納
税

者
に
と
っ
て
は
大
変
有
利
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
実

質
掛
金
が
安
く
な
り
、
将
来
年

金
受
給
額
が
3
2
8
万
円
ま
で

は
税
金
が
掛
か
ら
ず
、
遺
族
一

時
金
の
全
額
は
「
非
課
税
」
と

な
る
。

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
任
意
で
加
入

す
る
制
度
で
あ
り
、　

歳
か
ら

20

　

歳
ま
で
加
入
す
る
こ
と
が
で

59き
る
が
、
脱
退
は
一
定
の
条
件

を
満
た
す
事
が
条
件
と
な
る
。

　

公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
不

信
感
や
不
安
感
が
若
い
世
代
を

中
心
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
社

会
保
障
制
度
の
中
核
を
な
す
制

度
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
安
全

性
も
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

同
基
金
事
務
局
で
は
、「
将
来

の
こ
と
を
考
慮
し
て
加
入
し
た

り
、
保
険
料
を
納
付
す
る
よ
う

努
め
ま
し
ょ
う
。
電
気
工
事
業

に
従
事
す
る
皆
様
の
頼
も
し
い

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
国
民
年
金

と
と
も
に
生
涯
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
」
と
語
っ
て
い
る
。

広告スペース



全 日 電 工 連 平成12年 9 月 1日(第３種郵便物認可) (6)第 378号

　

そ
の
骨
子
と
し
て
、
ま
ず
九

州
電
気
工
事
業
界
に
お
け
る
組

織
の
一
本
化
を
挙
げ
、「
過
去
十

年
来
の
宿
題
で
あ
っ
た
が
、
関

係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
尽
力
の
末
、

本
年
4
月
に
県
電
気
工
事
業
工

業
組
合
に
統
一
さ
れ
、
一
本
化

が
実
現
し
た
。
」
と
、
九
州
最
大

規
模
の
団
体
が
誕
生
し
た
こ
と

を
報
告
し
た
。

　

更
に
、
昨
年
8
月
の
電
気
事

業
法
改
正
に
お
け
る
一
般
用
電

気
工
作
物
調
査
業
務
へ
の
自
由

参
入
に
触
れ
、「
全
日
電
工
連
と

し
て
、
全
国　

都
道
府
県
工
組

47

が
一
体
と
な
っ
て
指
定
申
請
の

作
業
を
進
め
て
お
り
、
我
々
全

九
州
工
組
も
平
成　

年
度
の
実

13

働
開
始
を
目
指
し
、
鋭
意
準
備

中
で
あ
る
。
」
と
、
各
組
合
員
に

積
極
的
な
取
り
組
み
を
す
る
よ

う
促
し
た
。

　

ま
た
Ｉ
Ｔ
革
命
と
称
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
シ
ス
テ

ム
や
情
報
関
連
工
事
等
に
も
触

れ
、「
今
後
急
速
に
普
及
す
る
と

思
わ
れ
る
Ｉ
Ｔ
関
連
分
野
に
乗

り
遅
れ
な
い
よ
う
、
技
術
を
研

鑚
し
、
旧
来
の
強
電
分
野
の
垣

根
を
越
え
た
活
動
を
進
め
る
べ

き
だ
。
」
と
語
っ
た
。

　

続
い
て
、
役
員
及
び
職
員
の

永
年
勤
続
表
彰
、
電
気
温
水
器

普
及
促
進
表
彰
、
保
安
協
議
会

事
業
所
表
彰
が
行
な
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
代
表
者
に
賞
状
が
手
渡

さ
れ
た
。

  
更
に
来
賓
祝
辞
、
祝
電
披
露
、

代
表
者
5
名
に
よ
る
意
見
発
表

が
行
な
わ
れ
、
勝
葉
紀
久
男
全

九
州
電
気
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば

で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

大
会
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
、『
近
代
工
業
発
祥
の
地
、

鹿
児
島
か
ら
業
界
発
展
の
情
報

を
発
信
し
よ
う
！
』
を
、
ま
た

『
温
水
器
拡
販
で
、
環
境
保
全

と
負
荷
平
準
化
の
推
進
を
！
』
、

『
九
州
は
一
つ
、
組
織
統
一
の

パ
ワ
ー
で　

世
紀
へ
飛
躍
し
よ

21

う
！
』、
『
産
業
振
興
と
快
適
生

活
に
は
、
や
っ
ぱ
り
原
発
が
必

要
だ
！
』
を
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
組
合
員
及
び
各
関
係

者
を
多
数
招
い
て
盛
大
に
開
か

れ
た
。

　

大
会
委
員
長
で
あ
る
徳
住
一

郎
全
九
州
電
気
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
会
長
は
、「
今
回
の
鹿

児
島
大
会
は
、
第　

回
目
と
い

40

う
節
目
に
当
た
る
大
会
と
な
っ

た
。
新
し
い
千
年
紀
の
始
ま
り

に
当
た
り
、
供
順
風
は
期
待
せ

ず
僑
供
景
気
は
今
が
当
た
り
前
僑

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
独
自
の
戦

略
を
確
立
し
た
い
。 

」
と
挨
拶
。

　

去
る
7
月　

日
（
木
）、
全
九
州
電
気
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
平
成　

年
度
評
議
員
大
会
が
、

13

12

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
内
の
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
米
沢
外
秋
全
日
電

工
連
会
長
を
始
め
、
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
節
目
と
な
る
第　

回
目
の
大
会
を
祝
っ
た
。

40

　

同
大
会
は
、
同
連
合
会
加
盟
の
九
州
・
沖
縄
全
域
の
組
合
員
代
表
が
出
席
し
、
各
々
意
見
発

表
を
行
な
い
、
組
合
員
相
互
の
啓
発
・
団
結
と
地
域
間
の
交
流
を
図
る
こ
と
及
び
業
界
の
一
層

の
発
展
を
期
す
る
場
と
し
て
重
要
な
行
事
で
あ
る
。

　

全
日
電
工
連
副
会
長
島
津
孝

吉
氏
の
勲
五
等
双
光
旭
日
章
受

章
祝
賀
会
が
、
8
月　

日
（
土
）

19

正
午
よ
り
札
幌
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
地
元
官
公
署
、
議
員
、

電
力
、
関
係
団
体
・
企
業
ほ
か
、

全
国
か
ら
も
全
日
電
工
連
役
員
、

関
連
団
体
・
企
業
な
ど
各
界
の

代
表
を
含
む
約
4
0
0
名
が
出

席
し
た
。

　

島
津
氏
は
平
成
2
年
に
勲
五

等
瑞
宝
章
を
受
章
し
て
お
り
、

今
回
が
二
度
目
の
受
章
の
栄
誉

に
浴
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

北
海
道
電
力
㈱
泉
会
長
、
全

日
電
工
連
米
沢
会
長
お
よ
び
北

海
道
通
産
局
小
脇
局
長
（
代
読
）

の
祝
辞
が
あ
り
、
島
津
氏
の
お

礼
の
言
葉
で
は
、
冒
頭
、
北
海

道
電
気
工
事
業
工
業
組
合
理
事

長
の
立
場
で
、
有
珠
山
の
噴
火

災
害
で
被
災
し
た
組
合
員
に
対

し
、
全
国
か
ら
受
け
た
義
援
金

平
成　

年
度
評
議
員
大
会
を
開
催

12

全九州

九
州
は
一
つ
、
組
織
統
一
へ

島
津
孝
吉
副
会
長
の
叙
勲
を
祝
う

北海道

関
係
者
ら
約
4
0
0
名
が
出
席

多
く
の
来
賓
者
が
つ
め
か
け
た
祝
賀
会

　
　
　
　
　
　

挨
拶
を
す
る
徳
住
全
九
連
会
長

や
激
励
な
ど
に
対
し
謝
辞
が
あ

り
、
そ
の
後
再
叙
勲
の
喜
び
と

関
係
各
位
へ
の
力
添
え
に
感
謝

の
意
を
表
し
た
。

　

北
海
道
電
気
協
会
戸
田
会
長

の
祝
杯
に
続
き
、
有
珠
山
の
麓

の
組
合
員
率
い
る
「
滝
不
動
地

吹
雪
太
鼓
」
で
華
や
か
に
開
宴
、

午
後
2
時
過
ぎ
に
お
開
き
と

な
っ
た
。

雇
用
高
度
化
研
究
会

平
成　

年
度
同
事
業
の
柱

12

　

7
月　

日
（
金
）
、
平
成　

年

28

12

度
電
気
工
事
業
産
業
雇
用
高
度

化
推
進
事
業
の
一
環
で
あ
る
第

1
回
「　

世
紀
型
電
気
工
事
業
」

21

活
路
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
が
開
か

れ
た
。

　

同
研
究
会
は
、
同
事
業
の
第

2
年
度
に
当
た
る
平
成　

年
度

12

展
開
イ
メ
ー
ジ
の
柱
と
位
置
付

け
ら
れ
、
委
員
会
、
事
務
局
と

と
も
に
同
事
業
の
推
進
に
努
め

て
い
く
。

　

同
委
員
会
で
は
同
推
進
事
業

に
つ
い
て
全
体
的
、
俯
瞰
的
な

立
場
で
検
討
し
て
お
り
、
一
方
、

同
研
究
会
で
は
よ
り
具
体
的
に

検
討
し
、
同
推
進
事
業
の
方
向

性
を
見
出
し
て
い
き
、
さ
ら
に

同
委
員
会
と
同
研
究
会
で
は
、

方
向
性
の
差
異
が
生
じ
な
い
よ

う
互
い
の
討
議
内
容
を
報
告
し

合
い
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

い
く
。

　

第
1
回
の
同
研
究
会
で
は
、

3
年
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ

る
同
雇
用
高
度
化
事
業
の
大
ま

か
な
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
な
さ
れ
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
確
認
し
、

ま
た
先
進
的
な
活
動
を
続
け
て

い
る
事
業
所
の
訪
問
や
、『
改
善

着
眼
点
整
理
モ
デ
ル
事
業
』
の

事
業
所
募
集
等
、
第
2
年
度
同

事
業
の
全
体
像
に
つ
い
て
討
議

し
た
。

　
　

月
中
旬
に
開
か
れ
る
予
定

10
の
第
2
回
同
研
究
会
で
は
、
先

進
事
例
を
基
に
対
象
事
業
所
の

規
模
や
事
業
構
造
に
応
じ
た

『　

世
紀
型
電
気
工
事
業
』
経

21
営
戦
略
イ
メ
ー
ジ
の
整
理
等
を

中
心
に
検
討
す
る
。

第 1回

研
究
会
で
は
同
事
業
の
方
向
性
を
打
ち
出
す
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者
が
全
体
の
4
割
を
超
え
る
状

況
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す

る
た
め
、
深
夜
業
に
従
事
す
る

労
働
者
の
健
康
管
理
や
化
学
物

質
に
よ
る
健
康
障
害
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
の
充
実
を
柱
と

し
た
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正

が
昨
年
5
月
に
行
な
わ
れ
、
今

年
4
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
現
下
の
厳
し
い
経
済

情
勢
の
中
で
、
仕
事
や
職
場
生

活
に
関
す
る
強
い
不
安
、
悩
み
、

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
労
働
者
の

割
合
が
年
々
増
加
す
る
な
ど
、

職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
職
業
性
疾
病
予
防

対
策
の
一
層
の
推
進
と
と
も
に
、

事
業
場
に
お
け
る
産
業
保
健
活

動
の
活
性
化
、
心
と
か
ら
だ
の

健
康
づ
く
り
（
Ｔ
Ｈ
Ｐ
）、
快
適

な
職
場
環
境
の
形
成
等
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、「
計
画
倆
実
施

倆
評
価
倆
改
善
」
と
い
う
一
連

の
過
程
を
明
確
化
し
た
継
続
的

な
安
全
衛
生
管
理
が
実
施
さ
れ

る
よ
う
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、

労
働
災
害
発
生
の
潜
在
的
危
険

性
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

労
働
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
対

策
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
、

る
調
理
器
具
、
食
器
、
食
材

等
の
衛
生
管
理
の
徹
底

ツ
、
職
場
に
お
け
る
エ
イ
ズ

問
題
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
、
エ
イ
ズ
問
題

の
自
主
的
な
取
組

ネ
、
労
働
時
間
等
労
働
条
件

の
改
善
等
の
促
進

ナ
、
そ
の
他

形
ポ
ス
タ
ー
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

等
の
掲
示

穴
労
働
衛
生
提
案
制
度
等
の

活
用
及
び
そ
の
実
践

警
清
潔
保
持
の
た
め
の
洗
身
、

手
洗
い
等
の
設
備
の
整
備
・

充
実
荊
労
働
衛
生
標
識
等
の
整
備

芸
工
場
の
緑
化
美
化
運
動
の

推
進
鶏
家
庭
に
お
け
る
健
康
に
関

す
る
知
識
の
普
及

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
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教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教
教 教

教 教

教 教

規
定
の
点
検
、
整
備
・
充
実

鶏
衛
生
委
員
会
の
開
催
と
そ
の

活
動
の
活
性
化

罫
労
働
衛
生
管
理
に
関
す
る
情

報
伝
達
ル
ー
ト
の
確
立

経
労
働
衛
生
関
係
情
報
の
収

集
・
整
理
及
び
周
知

口
、
作
業
環
境
管
理
の
推
進

形
有
害
な
ガ
ス
、
蒸
気
、
粉
じ

ん
、
騒
音
等
の
有
害
要
因
に
労

働
者
が
さ
ら
さ
れ
る
職
場
及

び 
酸
素
欠
乏
危
険
場
所
に
お

け
る
作
業
環
境
測
定
の
実
施
及

び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
作
業
環

境
の
改
善

穴
局
所
排
気
装
置
、
除
じ
ん
装

置
、
排
ガ
ス
処
理
装
置
、
排
液

処
理
装
置
、
遮
へ
い
設
備
等
の

適
正
な
設
置
及
び
稼
働
並
び
に

検
査
及
び
点
検
の
実
施
の
徹
底

警
粉
じ
ん
作
業
場
所
等
健
康
障

害
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
の
清

掃
及
び
清
潔
の
保
持
の
徹
底

荊
換
気
、
採
光
、
照
明
等
の
状

態
の
点
検
及
び
改
善

ハ
、
作
業
管
理
の
推
進

形
自
動
化
、
省
力
化
等
に
よ
る

作
業
負
担
の
軽
減
の
促
進

穴
作
業
の
動
作
、
姿
勢
、
速
度
、

継
続
時
間
等
の
作
業
方
法
の
調

査
、
分
析
及
び
そ
の
結
果
に
基

づ
く
作
業
方
法
の
改
善

警
作
業
管
理
の
た
め
の
各
種
作

業
指
針
の
周
知
徹
底

荊
適
切
な
呼
吸
用
保
護
具
等
の

着
用
状
況
の
確
認
と
保
守
管
理

体
制
の
充
実

芸
休
憩
、
休
養
設
備
の
点
検
、

整
備
・
充
実

二
、
健
康
管
理
の
推
進

形
健
康
診
断
の
実
施
と
健
康
診

断
結
果
に
基
づ
く
医
師
の
意
見

を
勘
案
し
た
就
業
場
所
の
変
更
、

作
業
転
換
、
労
働
時
間
の
短
縮
、

作
業
環
境
測
定
の
実
施
等
の
就

業
上
の
措
置
の
徹
底

穴
一
般
健
康
診
断
結
果
の
労
働

者
へ
の
通
知
の
徹
底

警
一
般
健
康
診
断
結
果
に
基
づ

く
必
要
な
労
働
者
に
対
す
る
医

師
、
保
健
婦
等
に
よ
る
保
健
指

導
の
実
施

荊
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

（
Ｔ
Ｈ
Ｐ
）
の
継
続
的
か
つ
計

画
的
な
実
施
の
た
め
の
体
制
の

整
備
・
充
実

ホ
、
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
確
立

へ
、
粉
じ
ん
障
害
防
止
対
策
の

徹
底

　

粉
じ
ん
障
害
防
止
総
合
対
策

推
進
強
化
月
間
と
し
て
の
次
の

事
項
へ
の
取
組

形
作
業
環
境
測
定
及
び
そ
の
結

果
に
基
づ
く
適
正
な
作
業
環
境

管
理
の
実
施
の
徹
底

穴
局
所
排
気
装
置
等
の
適
正
な

稼
働
並
び
に
検
査
及
び
点
検
の

実
施
の
徹
底

警
大
清
掃
運
動
等
に
よ
る
た
い

積
粉
じ
ん
対
策
の
実
施

荊
ア
ー
ク
溶
接
作
業
等
に
係
る

粉
じ
ん
の
有
害
性
の
認
識
の
徹

底
、
粉
じ
ん
作
業
場
の
明
示
及

び
呼
吸
用
保
護
具
の
適
切
な
使

用
の
徹
底

芸
じ
ん
肺
健
康
診
断
に
基
づ
く

就
業
上
の
措
置
等
の
徹
底

鶏
粉
じ
ん
障
害
防
止
に
関
す
る

教
育
の
徹
底

罫
じ
ん
肺
有
所
見
者
に
対
す
る

健
康
管
理
教
育
の
実
施

卜
、
化
学
物
質
の
管
理
の
推
進

形
改
正
労
働
安
全
衛
生
法
及
び

化
学
物
質
等
の
危
険
有
害
性
等

の
表
示
に
関
す
る
指
針
（
Ｍ
Ｓ

Ｄ
Ｓ
）
に
基
づ
く
情
報
の
提
供

及
び
周
知

穴
化
学
物
質
等
に
よ
る
労
働
者

の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め

必
要
な
措
置
に
関
す
る
指
針
に

基
づ
く
化
学
物
質
等
の
自
主
的

管
理
の
推
進

警
化
学
物
質
の
ば
く
露
防
止
、

作
業
主
任
者
の
選
任
、
人
体
に

及
ぼ
す
影
響
・
取
扱
上
の
注
意

事
項
等
の
掲
示
、
漏
え
い
・
発

散
等
の
な
い
保
管
等
適
切
な
管

理
の
推
進

荊
化
学
物
質
の
有
害
性
の
調
査

及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
措
置

の
確
実
な
実
施

芸
が
ん
原
性
、
変
異
原
性
等
の

有
害
性
を
有
す
る
化
学
物
質
の

管
理
の
推
進

鶏
石
綿
の
適
正
な
管
理
の
推
進

罫
建
設
業
に
お
け
る
有
機
溶
剤

中
毒
予
防
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
く
有
機
溶
剤
中
毒

の
防
止

経
建
設
業
に
お
け
る
一
酸
化
炭

素
中
毒
予
防
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
く
一
酸
化
炭
素

中
毒
の
防
止

チ
、
電
離
放
射
線
障
害
防
止
対

策
の
徹
底

リ
、
騒
音
障
害
防
止
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
騒
音

障
害
防
止
対
策
の
徹
底

ヌ
、
振
動
障
害
総
合
対
策
要
綱

に
基
づ
く
振
動
障
害
防
止
対
策

の
徹
底

ル
、
労
働
衛
生
教
育
の
推
進

形
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
従
事
者

等
有
害
業
務
従
事
者
に
対
す
る

特
別
教
育
又
は
そ
れ
に
準
じ
た

教
育
の
実
施

穴
衛
生
管
理
者
、
作
業
主
任
者

等
労
働
衛
生
管
理
体
制
の
中
核

と
な
る
者
に
対
す
る
能
力
向
上

教
育
の
実
施

ヲ
、
快
適
職
場
指
針
に
基
づ
く

快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
の
促

進ワ
、
高
年
齢
労
働
者
の
心
身
の

機
能
の
変
化
等
に
配
慮
し
た
作

業
環
境
、
作
業
方
法
の
改
善
等

の
対
策
の
促
進

力
、
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者

の
心
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

ヨ
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
の
た
め
の
労

働
衛
生
上
の
指
針
に
よ
る
Ｖ
Ｄ

Ｔ
作
業
に
お
け
る
労
働
衛
生
管

理
対
策
の
推
進

夕
、
職
場
に
お
け
る
腰
痛
予
防

対
策
指
針
に
よ
る
腰
痛
の
予
防

対
策
の
推
進

レ
、
職
場
に
お
け
る
喫
煙
対
策

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
喫
煙
対
策
の
推
進

ソ
、
寄
宿
舎
、
食
堂
等
に
お
け

　

労
働
省
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
主
唱
の
『
全
国
労
働
衛
生
週
間
』
は
、
昭
和　

年
に
第

25

1
回
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で
第　

回
を
迎
え
る
。

51

　

9
月
1
日
か
ら　

日
ま
で
が
準
備
期
間
で
あ
り
、　

月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
が
本
週
間
。
同

30

10

週
間
は
、
市
民
の
労
働
衛
生
に
関
す
る
意
識
を
高
揚
さ
せ
、
事
業
場
に
お
け
る
自
主
的
労
働
衛

生
管
理
活
動
を
通
じ
た
労
働
者
の
健
康
の
確
保
と
、
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
が
目
的
に
あ
る
。

イ
、
労
働
衛
生
管
理
体
制
の

確
立
と
そ
の
効
果
的
な
活
動

の
促
進

形
事
業
者
に
よ
る
労
働
衛
生

管
理
に
関
す
る
年
間
計
画
に

基
づ
く
実
践

穴
労
働
者
の
健
康
管
理
等
に

関
す
る
知
識
に
つ
い
て
必
要

な
要
件
を
備
え
た
産
業
医
、

衛
生
管
理
者
、
安
全
衛
生
推

進
者
等
の
労
働
衛
生
管
理
体

制
の
整
備
・
充
実
と
そ
の
職

務
の
明
確
化
及
び
連
携
の
強

化警
作
業
主
任
者
の
選
任
と
職

務
の
励
行

荊
現
場
管
理
者
の
職
務
権
限

の
確
立

芸
労
働
衛
生
管
理
に
関
す
る

　

昨
年
一
年
間
の
国
内
に
お
け

る
職
業
性
疾
病
に
よ
る
被
災
者

は
7
、
8
1
7
人
と
、　

年
前

10

の
3
分
の
2
以
下
に
ま
で
減
少

し
た
が
、
依
然
と
し
て
腰
痛
等

の
負
傷
に
起
因
す
る
疾
病
や
、

じ
ん
肺
症
等
の
職
業
性
疾
病
は

後
を
絶
た
ず
、
有
機
溶
剤
中
毒
、

一
酸
化
炭
素
中
毒
、
酸
素
欠
乏

症
等
の
災
害
も
繰
り
返
し
発
生

し
て
い
る
。
ま
た
、
東
海
村
の

ウ
ラ
ン
加
工
施
設
で
の
臨
界
事

故
、
ご
み
焼
却
施
設
に
お
け
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
な
ど
新
し

い
課
題
も
生
じ
て
い
る
。

  
一
方
、
最
近
の
労
働
者
の
健

康
状
況
に
つ
い
て
は
、
産
業
構

造
の
変
化
、
高
齢
化
の
進
展
等
、

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
変

化
す
る
中
で
、
脳
・
心
疾
患
等
、

何
ら
か
の
所
見
を
有
す
る
労
働

茨
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
配
布
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
、
新
聞
等
の
報
道
機
関
、

政
府
関
係
広
報
誌
及
び
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
広

報
活
動

芋
全
国
労
働
衛
生
週
間
地
方

大
会
等
の
開
催

鰯
労
働
衛
生
管
理
優
良
事
業

場
、
功
労
者
等
の
表
彰

允
事
業
場
の
実
施
事
項
に
つ

い
て
の
指
導
援
助

印
そ
の
他
「
全
国
労
働
衛
生

週
間
」
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事

の
実
施

事
業
者
が
率
先
し
て
労
働
衛
生

管
理
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
産
業
医
、
衛
生
管
理
者
等

の
労
働
衛
生
管
理
ス
タ
ッ
フ
が

中
核
と
な
っ
て
、
作
業
管
理
及

び
健
康
管
理
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
さ
ら
に
、
職
場
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
を
実
効
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
に
は
、
労
働
者
自

身
が
積
極
的
に
職
場
の
健
康
管

理
活
動
に
参
加
し
、
自
主
的
に

健
康
管
理
を
行
う
こ
と
も
重
要

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
本
年
度
は
、『
ミ
レ

ニ
ア
ム　

つ
く
ろ
う　

心
と
か

ら
だ
の
健
康　

快
適
職
場
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
事
業
場

に
お
け
る
労
働
衛
生
意
識
の
高

揚
、
及
び
自
主
的
な
労
働
衛
生

管
理
活
動
の
一
層
の
促
進
を

図
っ
て
い
く
模
様
だ
。

主
唱
者
、協
賛
者
及
び
協
力
者
の
実
施
事
項

広告スペース

広告スペース
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子
・
高
齢
化
へ
の
対
応
」「
都
市

居
住
空
間
の
再
生
」「
循
環
型
社

会
へ
の
対
応
」
の
三
点
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
し
て
い
る
。

　

「
少
子
・
高
齢
化
へ
の
対
応
」

で
は
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
（
手
す
り
の
設
置
、
段
差
解

消
、
車
い
す
が
通
れ
る
広
い
廊

下
な
ど
）
に
目
標
数
値
を
導
入

し
た
。
2
0
1
5
年
ま
で
に
新

築
住
宅
は
2
割
を
実
現
、
ま
た

リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
っ
て
全
体
の

2
割
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
に
一
定

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
す

る
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
住
み
良
い

賃
貸
住
宅
を
提
供
す
る
民
間
事

業
者
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
、

福
祉
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
高

齢
者
が
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居

し
や
す
い
環
境
の
実
現
、
リ
バ

ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
の
活
用
な
ど
。

さ
ら
に
在
宅
介
護
の
場
と
し
て

公
団
・
公
社
住
宅
の
活
用
を
検

討
す
る
。

　

既
存
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は

面
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
現

す
る
な
ど
高
齢
者
の
安
心
居
住

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
や
、

家
族
の
子
育
て
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
良

質
賃
貸
住
宅
の
供
給
増
の
た
め

の
支
援
、
社
会
活
動
を
し
な
が

ら
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整

備
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

　

「
都
市
居
住
空
間
の
再
生
」
で

は
、
新
住
宅
建
設
5
ヶ
年
計
画

で
「
緊
急
に
改
善
す
べ
き
密
集

住
宅
市
街
地
」
の
基
準
を
初
め

て
作
成
す
る
。

　

防
災
上
の
懸
念
が
強
い
密
集

住
宅
地
の
改
善
を
強
力
に
推
進

し
、
安
全
で
快
適
な
市
街
地
に

再
生
す
る
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
の

支
援
策
の
本
格
的
な
検
討
を
行

な
う
と
し
て
い
る
。

　

「
循
環
型
社
会
へ
の
対
応
」で

は
中
古
・
賃
貸
・
リ
フ
ォ
ー
ム

の
各
市
場
の
活
性
化
を
図
る
。

中
古
住
宅
に
つ
い
て
は
、
性
能

表
示
の
実
施
、
履
歴
情
報
の
拡

充
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
情
報
の

登
録
制
な
ど
を
行
っ
て
、
市
場

評
価
を
実
現
し
、
公
平
な
取
引

を
支
援
し
て
中
古
市
場
の
活
性

化
を
図
る
。

　

賃
貸
住
宅
市
場
で
は
市
場
ル

ー
ル
の
明
確
化
の
た
め
に
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
育
成
、
賃
貸
管
理

業
の
適
正
化
な
ど
を
図
る
ほ
か
、

定
期
借
家
制
度
の
支
援
、
企
業

に
よ
る
賃
貸
住
宅
事
業
の
推
進
。

リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
施
工
の
合
理

化
、
部
品
の
共
通
化
、
ス
ケ
ル

ト
ン
住
宅
の
技
術
開
発
、
標
準

書
式
の
作
成
な
ど
提
案
し
、
こ

れ
ら
を
確
実
に
実
現
す
る
た
め

に
、
項
目
ご
と
に
行
動
計
画
（
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
を
作
成
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

　

 　

建
設
省
建
設
経
済
局
は
、
平

成　

年
6
月
分
の
建
築
・
住
宅

12
着
工
統
計
調
査
報
告
を
発
表
し

た
。
◆
建
築
着
工
統
計
調
査
報
告

　

全
建
築
物
の
着
工
床
面
積
は
、

1
，
8
9
0
万
㎡
で
前
年
同
月

比
1
・
7
％
増
（
5
月
は
5
・

5
％
減
）
と
2
ヶ
月
連
続
の
増

加
。 

　

公
共
建
築
主
は
、
1
7
3
万

㎡
（
前
年
同
月
比
5
・
1
％
増
）

で
4
ヶ
月
振
り
に
増
加
し
、
民

間
建
築
主
も
、
1
，
7
1
7
万

㎡
（
同
1
・
3
％
増
）
と
3
ヶ

月
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。 

　

民
間
建
築
主
の
内
訳
を
見
る

と
、
居
住
用
は
1
，
1
1
6
万

㎡
（
同
7
・
1
％
減
）
で
4
ヶ

月
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
が
、

非
居
住
用
は
6
0
1
万
㎡
（
同

　

・
9
％
増
）
と
8
ヶ
月
連
続

21の
増
加
。

　

事
務
所
は　

万
㎡
（
同　

・

72

34

8
％
増
）
で
2
ヶ
月
連
続
の
増
。

店
舗
は
1
4
1
万
㎡
（
同　

・
25

8
％
増
）
と
昨
年　

月
以
来
、

10

9
ヶ
月
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。

工
場
も
1
4
5
万
㎡
（
同　

・
65

3
％
増
）
の
大
幅
増
で
6
ヶ
月

連
続
の
増
。倉
庫
も　

万
㎡（
同

76

　

・
7
％
増
）
と
3
ヶ
月
連
続

31の
増
加
と
な
っ
た
。

◆
住
宅
着
工
統
計
調
査
報
告

　

一
方
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
1
1
3
，
0
9
8
戸
。
貸
家
、

分
譲
住
宅
が
増
加
し
た
も
の
の
、

持
家
が
引
き
続
き
減
少
と
な
っ

た
た
め
、
前
年
同
月
比
1
・
2

％
減
と
2
ヶ
月
連
続
の
減
少
と

な
っ
た
。

　

着
工
床
面
積
も
1
1
，
0
3

9
千
㎡
で
前
年
同
月
比
6
・
2

％
減
で
4
ヶ
月
連
続
の
減
少
。

　

利
用
関
係
別
に
見
る
と
、
持

家
は
4
0
，
1
7
9
戸
（
同　

・
22

6
％
減
）
と
5
ヶ

月
連
続
の
減
少
。

貸
家
は
3
9
，
9

2
3
戸
（
同
8
・

3
％
増
）
で
2
ヶ

月
連
続
の
増
加
。

分
譲
住
宅
も
3

2
，
1
5
2

戸

（
同　

・
9

％

30

増
）
と
依
然
好
調

で　

ヶ
月
連
続

12
の
増
加
と
な
っ

た
。

　

更
に
地
域
別

に
見
る
と
、
首
都

圏
で
は
総
戸
数

3
7
，
1
6
6
戸

（
同　

・
4

％

11

増
）、
持
家
9
，

0
1
6
戸
（
同

　

・
8
％
減
）
、

15貸
家
1
3
，
1
4

0
戸
（
同　

・
2
％
増
）
、
分
譲

17

住
宅
1
4
，
8
6
5
戸
（
同　

・
31

2
％
増
）
。

　

中
部
圏
で
は
総
戸
数
1
3
，

1
8
2
戸
（
同
5
・
2
％
減
）
、

持
家
5
，
3
0
0
戸
（
同　

・
23

0
％
減
）
、
貸
家
5
，
0
6
1
戸

（
同 
7
・
1
％
増
）、
分
譲
住

宅
2
，
7
4
5
戸
（
同　

・
5

20

％
増
）
。

　

近
畿
圏
で
は
総
戸
数
1
9
，

1
2
8
戸
（
同
3
・
7
％
増
）
、

持
家
5
，
3
7
3
戸
（
同　

・
21

5
％
減
）
、
貸
家
5
，
9
6
4
戸

（
同
4
・
7
％
増
）
、
分
譲
住
宅

7
，
6
5
7
戸
（
同　

・
0
％

35

増
）
。

　

そ
の
他
地
域
で
は
総
戸
数
4

3
，
6
2
2
戸
（
同　

・
6
％

10

減
）
、
持
家
2
0
，
4
9
0
戸

（
同　

・
5
％
減
）
、
貸
家
1
5
，

25

7
5
8
戸
（
同
3
・
6
％
増
）
、

分
譲
住
宅
6
，
8
8
5
戸
（
同

　

・
3
％
増
）。

30
　

総
戸
数
は
首
都
圏
、
近
畿
圏

が
増
加
と
な
っ
た
が
、
中
部
圏
、

そ
の
他
地
域
は
減
少
し
た
。

　

持
家
は
、
全
地
域
で
減
少
。

　

貸
家
及
び
分
譲
住
宅
は
、
全

地
域
で
増
加
と
な
っ
た
。

 　

東
京
電
力
㈱
は
、
東
京
電
力

グ
ル
ー
プ
4
社
（
東
電
不
動
産

管
理
㈱
・
東
新
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

㈱
・
東
京
リ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

㈱
・
尾
瀬
林
業
㈱
）
及
び
住
宅

メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
、
多
機
能

次
世
代
型
の
戸
建
住
宅
供
E
s

t 
L
i
f
e
（
エ
ス
ト
ラ
イ

フ
）僑
の
販
売
を
開
始
し
た
。

　

今
回
販
売
す
る
物
件
は
、
東

京
・
世
田
谷
区
（
5
戸
）
な
ど

合
計　

戸
。
平
成　

年
度
中
に
、

18

12

神
奈
川
県
横
浜
市
内
に
約　

戸
、

50

千
葉
県
市
川
市
内
に
約　

戸
な

10

ど
、
合
計
で
約　

地
点
、
1
0

20

0
戸
程
度
を
分
譲
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

　

供
E
s
t 
L
i
f
e
僑
と
は
、

電
化
住
宅
仕
様
を
表
す
供
E
l

e
c
t
r
i
c  
h
o
u
s
i

n
g   
S
t
y
l
e
僑
の
頭
文

字
で
あ
る
供
E
+
S
t
僑
に
、

暮
ら
し
の
意
味
の
供
L
i
f
e
僑

を
プ
ラ
ス
し
た
も
の
で
、
更
に

最
上
級
で
あ
る
と
い
う
意
味
の

供
E
S
T
僑
も
表
現
し
て
い
る
。

　

同
社
は
、
環
境
意
識
の
高
ま

り
や
高
齢
化
、
情
報
化
の
進
展

に
対
応
し
た
住
ま
い
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
同

社
が
持
つ
電
気
や
情
報
通
信
に

関
す
る
最
新
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
、
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
全
て
を
電
気
で
ま
か
な
う

「
オ
ー
ル
電
化
住
宅
」
と
将
来

の
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
見

据
え
た
「
家
庭
内
情
報
イ
ン
フ

ラ
」
を
組
み
合
わ
せ
、
環
境
に

優
し
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
を

目
指
し
て
い
る
。

　

高
気
密
・
高
断
熱
仕
様
を
採

用
す
る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
優
れ
た
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト

分
電
盤
や
安
全
性
に
配
慮
し
た

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
、

フ
ル
オ
ー
ト
タ
イ
プ
の
電
気
温

水
器
や
多
機
能
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

に
よ
る
給
湯
シ
ス
テ
ム
、
部
屋

を
選
ば
ず
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ｂ
Ｓ
番
組
を
楽
し
め
る
電
話

線
・
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
・
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
を
一
つ
に
配
線
し
た

情
報
分
電
盤
な
ど
を
設
置
す
る

予
定
だ
。

　

ま
た
、供
E
s
t 
L
i
f
e
僑

で
は
、
同
社
が
今
年
７
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
新
た
な
料
金
メ

ニ
ュ
ー
「
電
化
上
手
」
の
利
用

に
よ
り
通
常
の
ガ
ス
併
用
の
住

宅
と
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
を
最
大
で　

％
程
度
節
約
す

20

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

更
に
居
住
者
に
は
、
東
京
電

力
グ
ル
ー
プ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
て
、
適
正
な
電
力
契

約
コ
ン
サ
ル
ト
な
ど
の
各
種
サ

ー
ビ
ス
や
、
緑
化
・
介
護
シ
ル

バ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
案
も

検
討
し
て
い
る
。

　

同
社
は
、
関
東
一
円
で
合
計

1
、
0
0
0
戸
程
度
分
譲
可
能

な
土
地
を
所
有
し
て
お
り
、
今

後
も
、
社
有
地
を
利
用
し
た
戸

建
住
宅
の
分
譲
や
、
新
た
に
マ

ン
シ
ョ
ン
の
分
譲
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

住宅宅地
審 議 会

中
古
住
宅
も
性
能
表
示
へ

良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
・

                        
居
住
環
境
へ
の
再
生
を

東
京
電
力

人と環境に
やさしい 戸建住宅を販売
「電化 +情報化」をコンセプトに

建
築
・
住
宅
着
工
統
計
調
査

住
宅
着

工
戸
数

　

建
設
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る

住
宅
宅
地
審
議
会
（
会
長
・
大

賀
典
雄
ソ
ニ
ー
㈱
会
長
）
は
、

こ
の
ほ
ど
『
二
十
一
世
紀
の
豊

か
な
生
活
を
支
え
る
住
宅
・
宅

地
政
策
に
つ
い
て
』
の
答
申
を

ま
と
め
た
。

　

答
申
は
、
こ
れ
ま
で
の
新
築

住
宅
最
重
視
の
政
策
か
ら
脱
却

し
て
、
市
場
・
ス
ト
ッ
ク
重
視

に
転
換
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

戦
後
直
後
か
ら
高
度
経
済
成
長

期
に
建
て
ら
れ
た
戸
建
て
・
賃

貸
・
集
合
の
大
量
の
住
宅
が
老

朽
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
改

造
・
再
生
す
る
こ
と
で
、
成
熟

社
会
の
多
様
な
居
住
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
、
住
環
境
を
含
む
良

質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
形
成
し
、

さ
ら
に
そ
れ
を
循
環
さ
せ
て
い

く
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
建
設

省
は
、
答
申
に
基
づ
い
て
来
年

度
か
ら
始
ま
る
新
住
宅
五
ヶ
年

計
画
な
ど
住
宅
政
策
全
般
に
反

映
さ
せ
て
い
く
。 

　

「
市
場
重
視
」
に
つ
い
て
は
、

住
宅
は
競
争
を
通
じ
た
適
正
な

価
格
の
下
で
、
多
様
な
選
択
が

可
能
と
な
る
よ
う
に
す
べ
き
で
、

政
府
は
市
場
の
環
境
整
備
、
誘

導
、
補
完
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
ス
ト
ッ
ク
重
視
」
に

つ
い
て
は
、
自
由
な
住
み
替
え

な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
適
切
な

住
宅
・
宅
地
が
取
得
で
き
る
よ

う
、
社
会
全
体
と
し
て
循
環
利

用
さ
れ
、
国
民
が
共
有
で
き
る

社
会
的
資
産
と
し
て
住
宅
ス

ト
ッ
ク
の
活
用
が
大
切
だ
と
し

て
い
る
。

　

更
に
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅
政

策
に
つ
い
て
答
申
と
し
て
、「
少

広告スペース
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2
2
M
H
z
の
単
方
向
シ
ス
テ

ム
の
た
め
今
年　

月
か
ら
の
B

12

S
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
2
0
0
3

年
か
ら
始
ま
る
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
伝
送
で
き
な
い
と
い
う

問
題
が
あ
る
。

　

こ
の
商
品
の
特
長
は
①
増
幅

器
を
交
換
す
る
だ
け
で
シ
ス
テ

ム
を
7
7
0
M
H
z
の
広
帯
域

に
変
更
で
き
、
B
S
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
パ
ス
ス
ル
ー
方
式
や
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
再
送
信
が

お
こ
な
え
る
。
②
現
在
使
用
し

て
い
る
各
増
幅
器
間
の
ケ
ー
ブ

ル
を
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
、
新

た
に
シ
ス
テ
ム

設
計
を
す
る
必

要
が
な
い
た
め
、

少
な
い
改
修
費

で
工
期
も
短
縮

で
き
る
③
光
・
同

軸
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
シ
ス
テ
ム
に

グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
可
能
。
光
送
信

機
・
光
受
信
機
を

使
用
し
、
幹
線
伝

送
路
を
同
軸
ケ

ー
ブ
ル
か
ら
光

フ
ァ
イ
バ
ー
に

変
更
す
る
と
、伝

送
信
号
の
高
画
質
化
と
と
も
に
、

シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
を
向
上
す

る
事
が
で
き
る
④
受
信
点
の

ヘ
ッ
ド
ア
ン
プ
か
ら
の
出
力
信

号
を
そ
の
ま
ま
光
送
信
機
で
変

調
し
、
光
受
信
機
で
復
調
す
る

A
M
ー
F
D
M
方
式
な
の
で
、

同
軸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
シ
ス
テ

ム
と
の
接
続
が
簡
単
⑤
光
幹
線

の
敷
設
に
よ
り
近
隣
施
設
と
の

統
合
も
可
能
に
な
り
、
受
信
点

や
ヘ
ッ
ド
ア
ン
プ
な
ど
を
削
除

で
き
る
な
ど
、
保
守
の
簡
便
さ

と
運
営
経
費
の
軽
減
に
も
貢
献

す
る
。

緯
0
5
2
（
8
0
5
）3
3
6
6

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ
ス
＝w

w
w
.
    

m
as
p
r
o.c
o.jp

   
八
木
ア
ン
テ
ナ
㈱
は
、
本
年

　

月
か
ら
本
放
送
開
始
予
定
の

12B
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で

き
る
B
S
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
チ
ュ
ー
ナ
を　

月　

日

10

10

よ
り
発
売
す
る
。

　

こ
の
商
品
の
特
長
は
①
デ
ジ

タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
は

じ
め
と
す
る
高
画
質
・
高
音
質

の
テ
レ
ビ
放
送
、
静
止
画
像
な

ど
を
伴
っ
た
高
音
質
音
声
（
ラ

ジ
オ
）
放
送
、
双
方
向
サ
ー
ビ

ス
も
可
能
な
デ
ー
タ
放
送
の
全

て
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
②

電
子
番
組
ガ
イ
ド
（
E
P
G
）、

放
送
番
組
の
自
動
ス
ク
ロ
ー
ル

表
示
（
ス
ク
ロ
ー
ル
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
）
、
ア
イ
コ
ン
表
示
に
よ
る

ジ
ャ
ン
ル
検
索
な
ど
多
彩
な
選

局
方
式
に
よ
り
見
た
い
番
組
を

素
早
く
選
局
可
能
③
ビ
デ
オ
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
。
チ
ュ
ー
ナ

の
番
組
予
約
に
連
動
し
た
ビ
デ

オ
の
録
画
が
簡
単
に
で
き
る
④

A
V
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
対
応
。
デ
ジ
タ
ル
記
録
機
器

と
ケ
ー
ブ
ル
1
本
で
簡
単
に
接

続
で
き
る
ｉ
・
L
I
N
K
端
子

を
装
備
し
て
い
る
。
D
ー
V
H

S
ビ
デ
オ
と
接
続
す
る
こ
と
で
、

B
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
デ
ジ
タ

ル
信
号
の
ま
ま
記
録
、
再
生
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
テ
レ
ビ
に

表
示
さ
れ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ

ネ
ル
か
ら
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
リ

モ
コ
ン
で
D
ー
V
H
S
ビ
デ
オ

を
操
作
す
る
こ
と
も
可
能
⑤
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
映

像
を
テ
レ
ビ
画
面
に
高
画
質
で

再
生
で
き
る
ス
マ
ー
ト
メ
デ
ィ

ア
雇
ス
ロ
ッ
ト
を
搭
載
。
B
G

M
と
と
も
に
自
動
的
に
映
像
を

表
示
す
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
機

能
も
備
え
、
ス
マ
ー
ト
メ
デ
ィ

ア
雇
に
よ
り
将
来
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

へ
の
対
応
が
可
能
⑥
デ
ジ
タ
ル

サ
ラ
ウ
ン
ド
再
生
。 T

r
u  
S
u
r
r
o
u
n
d

雇

方
式
の
採
用
に
よ
り
高

音
質
の
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
サ
ウ
ン
ド
が
楽
し
め

る
⑦
光
デ
ジ
タ
ル
音
声

出
力
端
子
を
装
備
。
A

A
C
対
応
A
V
ア
ン
プ

と
ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ

ム
と
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
、
B
S
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
最
大
5
・
1
c

h
の
デ
ジ
タ
ル
サ
ラ
ウ

ン
ド
音
声
を
、
楽
し
め
る
。

　

価
格
は
オ
ー
プ
ン
価
格
。

緯
0
3（
3
2
9
2
）7
5
2
7

    　

松
下
電
工
㈱
は
、
業
界
初
の

同
一
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
カ
ラ
ー

モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
と
モ
ノ
ク
ロ

モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
が
混
在
使
用

可
能
な
「
マ
ン
シ
ョ
ン
H
A
映

像
シ
ス
テ
ム
」
を
7
月
よ
り
発

売
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
特

長
は
①
同
一
系
統
内
で
カ
ラ

ー
・
モ
ノ
ク
ロ
が
自
由
に
選
択

で
き
る
の
で
、
分
譲
時
は
モ
ノ

ク
ロ
で
設
備
導
入
を
計
画
。
入

居
者
へ
の
オ

プ
シ
ョ
ン
販

売
メ
ニ
ュ
ー

に
カ
ラ
ー
モ

ニ
タ
ー
テ
レ

ビ
を
含
め
る

等
、
予
算
に

応
じ
た
対
応

が
可
能
に
な

る

② 
カ

ラ

ー
モ
ニ
タ
ー

テ
レ
ビ
は
業

界

最

高

の

「　

万
画
素

20

カ
ラ
ー
T
F
T
液
晶
モ
ニ
タ

ー
」
を
採
用
し
、
高
画
質
で
来

客
を
は
っ
き
り
確
認
で
き
る
③

カ
ラ
ー
液
晶
モ
ニ
タ
ー
は
広
い

視
野
角
を
持
ち
、
上
下
左
右
か

ら
で
も
見
や
す
く
、
身
長
の
高

い
方
で
も
小
さ
い
子
供
で
も
無

理
な
く
来
客
確
認
が
で
き
る
④

カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
は
、

壁
面
か
ら
の
出
代
寸
法
は　

亜
27

の
薄
型
デ
ザ
イ
ン
（
同
社
モ
ノ

ク
ロ
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
は　
44

亜
）
⑤
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
来
客

を
カ
ラ
ー
で
撮
像
す
る
だ
け

で
な
く
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
の
情

報
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
電
子
掲

示
板
や
、
来
客
録
画
機
能
へ
の

展
開
も
可
能
に
な
る
。　

　

価
格
は
カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
テ

レ
ビ
ユ
ニ
ッ
ト
（
埋
込
型
）
が

7
3
、
8
0
0
円
。
カ
メ
ラ
付

ロ
ビ
ー
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
（
カ
ラ

ー
・
モ
ノ
ク
ロ
両
用
）
が
3
8

0
、
0
0
0
円
。

緯
0
6（
6
9
0
8
）1
1
3
1

　　　　
三
菱
電
機
㈱
は
、
近
年
普
及

が
加
速
し
て
い
る
「
オ
ー
ル
電

化
住
宅
」
を
構
成
す
る
主
要
機

種
で
あ
る
電
気
熱
源
の
I
H

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
2
タ
イ

プ
4
機
種
と
電
気
温
水
器　

機
38

種
を
9
月
よ
り
発
売
す
る
。

　
1
、I
H
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー「
エ
コ
ク
ッ
ク
」は
、
メ
イ
ン

ヒ
ー
タ
ー
を
I
H
ヒ
ー
タ
ー
2

口
の
ダ
ブ
ル
で
搭
載
す
る
「
ダ

ブ
ル
I
H
」
タ
イ
プ
と
、メ
イ
ン

ヒ
ー
タ
ー
を
I
H
ヒ
ー
タ
ー
と

ク
イ
ッ
ク
ラ
ジ
ェ
ン
ト
ヒ
ー
タ

ー
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
搭

載
す
る
「
コ
ン
ビ
加
熱
」
タ
イ
プ

の
2
種
類
を
発
売
す
る
が
、
価

格
を
同
一
に
す
る
こ
と
で
ニ
ー

ズ
や
住
宅
環
境
等
に
よ
り
自
由

に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　　　
こ
の
商
品
の
特
長
は
①
今
回

開
発
の
パ
ワ
フ
ル
制
御
方
式
に

よ
り
、I
H
で
使
用
で
き
る
鍋

の
材
質
や
厚
み
に
よ
る
出
力
変

動
を
最
小
限

に
す
る
こ
と

が
で
き
た
②

吸
排
気
口
に

切
欠
き
を
入

れ
た
「
特
殊

形
状
化
」
す

る
こ
と
で
、

中
央
ヒ
ー
タ

ー
で
も　
　20
c m

の
大
き
な
鍋

が
使
用
で
き
、

供
ゆ
と
り
の

調
理
僑
が
実

現
す
る
。
吸

排
気
口
を
「
フ
ラ
ッ
ト
化
」「
二

分
割
化
」す
る
こ
と
に
よ
り
利

便
性
と
清
掃
性
も
ア
ッ
プ
③
炎

を
使
わ
な
い
電
気
熱
源
で
、
各

種
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る

が
、更
な
る
安
全
性
を
追
求
し

「
地
震
感
知
装
置
」を
搭
載
し
た

④
水
張
り
な
し
の「
自
動
片
面

焼
き
」
ロ
ー
ス
タ
ー
機
能
採
用
。

セ
ン
サ
ー
が
素
材
の
量
、
庫
内

温
度
を
感
知
し
焼
き
加
減
を
自

動
で
調
整
す
る
⑤
高
齢
者
、
身

障
者
、視
力
の
弱
い
方
に
も
調

理
が
可
能
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
機

能
採
用
。
操
作
位
置
、
鍋
位
置
を

マ
ー
ク
で
確
認
で
き
、音
で
火

力
調
整
確
認
が
で
き
る
。

　
2
、「
給
湯
専
用
電
気
温
水
器
」

　

機
種
と
浴
槽
の
自
動
湯
張
り

22が
可
能
な「
自
動
風
呂
給
湯
電

気
温
水
器
フ
ル
オ
ー
ト
／
エ
コ

オ
ー
ト
」
」　

機
種
を
生
活
・
住

16

環
境
の
変
化
を
捉
え
た
新
し
い

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
発
売
し
て
い

く
。こ
の
商
品
の
特
長
は
①
ス

リ
ム
ボ
デ
ィ
タ
イ
プ
や
ロ
ー
ボ

デ
ィ
タ
イ
プ
を
新
規
に
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
し
、住
宅
の
設
置
面
積

や
高
さ
に
応
じ
買
い
替
え
か
ら

新
築
ま
で
幅
広
く
設
置
可
能
に

な
っ
た
②
ダ
ー
ク
系
色
増
加
傾

向
に
あ
る
住
宅
ト
レ
ン

ド
に
マ
ッ
チ
し
た
新
ボ

デ

ィ

カ

ラ

ー（
ベ

ー

ジ
ュ
）採
用
に
よ
り
エ

ク
ス
テ
リ
ア
性
も
向
上

③
台
所
リ
モ
コ
ン
を
全

機
種
「
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
」

付
液
晶
表
示
に
し
た
の

で
従
来
品
よ
り
見
や
す

く
便
利
④
屋
内
軒
下
・

防
雨
仕
様
を
統
一
し
た
の
で
、

雨
の
当
た
る
屋
外
で
も
設
置
可

能
（
給
湯
専
用
丸
形
の
全
機
種
）

⑤
角
形
タ
イ
プ
の
脚
高
変
更
、

リ
モ
コ
ン
ケ
ー
ブ
ル
有
極
性
4

芯
化
か
ら
無
極
性
2
芯
化
を
実

現
し
、「
自
動
風
呂
給
湯
電
気
温

水
器
」や
冷
暖
房
機
器
と
の
共

有
化
が
図
れ
、施
工
性
が
向
上

し
た
。

　　　　
価
格
は
、「
エ
コ
ク
ッ
ク
」は

両
タ
イ
プ
と
も
ブ
ラ
ッ
ク
1
9

5
、0
0
0
円
、
シ
ル
バ
ー
2
0

5
、0
0
0
円
。「
給
湯
専
用
電

気
温
水
器
」
は
1
5
6
、0
0
0

円
～
3
7
5
、0
0
0
円
。「
自

動
風
呂
給
湯
電
気
温
水
器
」は

2
9
5
、0
0
0
円
～
4
8
0
、

0
0
0
円
。

温
水
器
の
問
い
合
わ
せ
は

緯
0
2
7
6
（
5
2
）1
1
1
1

　

オ
ム
ロ
ン
㈱
は
、
機
械
や
設

備
の
安
全
回
路
（
安
全
が
確
保

さ
れ
て
い
る
状
態
の
時
の
み
動

力
に
電
源
を
供
給
す
る
回
路
の

こ
と
）
の
状
態
を
セ
ー
フ
テ
ィ

ス
イ
ッ
チ
や
セ
ー
フ
テ
ィ
エ
リ

ア
セ
ン
サ
か
ら
の
信
号
を
も
と

に
監
視
す
る
供
セ
ー
フ
テ
ィ
・

リ
レ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
僑
を
7
月
よ

り
発
売
し
た
。

　

こ
の
商
品
の
特
長
は
①
本
体

内
部
に
電
源
を
内
蔵
し
て
お
り
、

電
源
レ
ス
で
使
用
で
き
る
（
A

C
電
源
を
直
接
接
続
可
能
）
②

本
体
サ
イ
ズ
は
幅　

亜
と
世
界

45

最
小
（
A
C
兒
D
C　

V
タ
イ

24

プ
と
同
サ
イ
ズ
）
を
実
現
。
設

置
の
際
の
省
ス
ペ
ー
ス
化
、
省

　

マ
ス
プ
ロ
電
工
㈱
は
、
難
視

聴
対
策
の
2
2
2
M
H
z
単
方

向
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム

を
、
少
な
い
費
用
で
7
7
0
M

H
z
の
広
帯
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
シ
ス
テ
ム
に
変
更
す
る
機
器

「
周
波
数
帯
域
拡
張
用
・
増
幅

器
機
」
の
受
注
を
7
月
よ
り
開

始
し
た
。  

　

現
在
の
ビ
ル
陰
対
策
や
山
間

の
難
視
聴
対
策
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
は
全
国
で
約
3
万
施
設
以
上

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
2

配
線
化
が
図
れ
る
③
既
存
の

増
設
ユ
ニ
ッ
ト
と
組
み
合
わ

せ
て
様
々
な
ア
プ
リ
に
も
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
で
き
る
。

　

①
形
G
9
S
A
ー
3
0
1

兒
ー
5
0
1　

非
常
停
止
ユ

ニ
ッ
ト
は
、
基
本
型
の
セ
ー
フ

テ
ィ
リ
レ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
。
3
0

1
は
3
出
力
タ
イ
プ
、
5
0
1

は
5
出
力
タ
イ
プ
で
世
界
最
小

の
セ
ー
フ
テ
ィ
・
リ
レ
ー
ユ

ニ
ッ
ト
。
既
存
の
増
設
ユ
ニ
ッ

ト
が
使
用
で
き
、
主
接
点
を
最

大
8
出
力
ま
で
増
設
可
能
②
形

G
9
S
A
ー
3
2
1　

非
常
停

止
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
オ
フ
デ
ィ
レ

ー
時
間
の
機
能
を
追
加
し
、
設

定
し
た
時
間
だ
け
遅
れ
て
安
全

回
路
の
主
接
点
が
動
作
す
る
。

ド
ア
ス
イ
ッ
チ
な
ど

の
入
力
機
器
が
安
全

で
も
、
モ
ー
タ
な
ど

が
完
全
に
停
止
し
て

い
な
い
場
合
が
あ
り

モ
ー
タ
に
電
気
的
な

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て

か
ら
停
止
す
る
ま
で

の
あ
る
一
定
時
間
後

に
主
接
点
を
動
作
さ

せ
る
こ
と
で
、
よ
り

安
全
を
確
保
で
き
る
。

オ
フ
デ
ィ
レ
ー
時
間

は　

段
階
の
可
変
で
、

15
細
か
い
設
定
が
可
能
③
2
ハ
ン

ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
は
、
安
全
回

路
に
よ
り
2
つ
の
ス
イ
ッ
チ
が

確
実
に
同
時
（
0
、
5
秒
以
内
）

に
O
N
し
た
場
合
の
み「
安
全
」

で
あ
る
と
認
め
、
機
械
が
動
作

す
る
よ
う
確
保
す
る
。
価
格
は
、

2
9
、
0
0
0
円
～
4
4
、
0

0
0
円
。

緯
0
6（
6
9
4
9
）6
0
2
5

世
界
最
小　

入
力
タ
イ
プ

AC

セ
ー
フ
テ
ィ
リ
レ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

「
オ
ー
ル
電
化
」住
宅
対
応

設
備
機
器
の
新
商
品
発
売

カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
両
用

マ
ン
シ
ョ
ン
H
A
シ
ス
テ
ム

デ
ジ
タ
ル
放
送
フ
ル
対
応

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
チ
ュ
ー
ナ

ケ
ー
ブ
ル
T
V
シ
ス
テ
ム
を

広
帯
域
化
す
る
増
幅
器
機

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
お
問
い
合

わ
せ
は

緯
0
4
8
5（
8
4
）7
0
6
0
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優良製品・商品をご使用下さい！

全日電工連協賛会社
株
式
会
社　

ア
イ
チ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア

イ

ホ

ン　

株
式
会
社

住

電

朝

日

精

工

株
式
会
社

因

幡

電

機

産

業　

株
式
会
社

大

阪

ヒ

ュ

ー

ズ　

株
式
会
社

オ

ム

ロ

ン　

株
式
会
社

株
式
会
社　

カ

ワ

グ

チ

河

村

電

器

産

業　

株
式
会
社

共

立

電

気

計

器　

株
式
会
社

住

友

ス

リ

ー

エ

ム　

株
式
会
社

株
式
会
社　

シ

ー

・

ア

イ

・

エ

ス

有
限
会
社　

全

日

出

版

社

株
式
会
社　

ダ

イ

テ

ッ

ク

中
電
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス　

株
式
会
社

Ｄ

Ｘ

ア

ン

テ

ナ　

株
式
会
社

テ

ン

パ

ー

ル

工

業　

株
式
会
社

東

芝

ラ

イ

テ

ッ

ク　

株
式
会
社

株
式
会
社　

ト

ー

ヨ

内

外

電

機　

株
式
会
社

株
式
会
社　

西
澤
電
機
計
器
製
作
所

株
式
会
社　

西

田

製

作

所

株
式
会
社　

ニ

チ

フ

端

子

工

業

日

本

電

機

産

業　

株
式
会
社

ネ

グ

ロ

ス

電

工　

株
式
会
社

株
式
会
社　

ビ

ジ

ネ

ス

・

ワ

ン

日
立
Ｇ
Ｅ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ　

株
式
会
社

松

下

電

器

産

業　

株
式
会
社

松

下

電

工　

株
式
会
社

マ

ス

プ

ロ

電

工　

株
式
会
社

三

菱

電

機　

株
式
会
社

ミ

ツ

ワ

電

機　

株
式
会
社

矢

崎

総

業　

株
式
会
社

横
河
エ
ム
ア
ン
ド
シ
ー　

株
式
会
社

ワ

ゴ

ジ

ャ

パ

ン　

株
式
会
社

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

住

友

生

命

保

険

相

互

会

社

株
式
会
社

大

和

銀

行

日

本

火

災

海

上

保

険　

株
式
会
社

三

井

生

命

保

険

相

互

会

社

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

全
日
本
電
設
資
材
卸
業
協
同
組
合
連
合
会

広告スペース



全 日 電 工 連 平成12年 9月 1日第 378 号 (第３種郵便物認可)(11)
　

松
下
電
器
産
業
㈱
は
、
B
S

（
放
送
衛
星
）
デ
ジ
タ
ル
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
連

動
さ
せ
た
『
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
e
ネ
ッ
ト
）
』
事
業

の
強
化
策
を
発
表
し
た
。

　

6
月
末
に
発
足
さ
せ
て
い
た

e
ネ
ッ
ト
事
業
本
部
が
策
定
し

た
も
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

を
中
核
に
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
な
ど
の
連
携
に
よ
る
各
種
サ

ー
ビ
ス
や
関
連
ハ
ー
ド
の
販
売

に
よ
り
、
2
0
0
3
年
に
は
現

在
の
約　

倍
の
規
模
で
あ
る
1
、

10

0
0
0
億
円
（
連
結
ベ
ー
ス
）

の
売
り
上
げ
を
目
指
す
。 

　

同
社
は
、
e
ネ
ッ
ト
事
業
分

野
で
特
に
関
連
サ
ー
ビ
ス
が
弱

く
、
テ
コ
入
れ
策
と
し
て
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
、

新
市
場
の
開
拓
を
図
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

同
事
業
で
は
、
茨
デ
ジ
タ
ル

T
V
を
中
核
に
モ
バ
イ
ル
機
器

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
家
電
を
連

携
す
る
『
e
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
』
と
い
う
松
下
独
自
の
概
念

を
具
体
化
す
る
、
芋
自
社
開
発

強
化
お
よ
び
社
外
ベ
ン
チ
ャ
ー

と
の
提
携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
コ

ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
、
鰯
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
事
業
『
H
i
倆
H
O
』

の
強
化
拡
大
、
を
3
本
柱
に
推

進
す
る
。

　

T
V
な
ど
得
意
の
家
電
を
デ

ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
化
す
る
こ
と

で
、
独
自
の
e
ネ
ッ
ト
事
業
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
。
事
業
強
化

の
た
め
、
2
0
0
3
年
ま
で
の

累
計
で
5
0
0
億
円
を
投
資
す

る
。
松
下
グ
ル
ー
プ
で
の
事
業

開
発
に
投
じ
る
と
と
も

に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
対
す

る
事
業
化
フ
ァ
ン
ド
も

設
定
し
て
ネ
ッ
ト
関
連

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
の
連
携

も
深
め
る
。

　

2
0
0
3
年
の
目
標

売
上
高
1
、
0
0
0
億
円

の
内
訳
は
、
e
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
関
連
と
、
e
コ

マ
ー
ス
（
B　

B
は
除

to

く
）
関
連
が
各
3
0
0
億

円
、
H
i
倆
H
o
が
4
0

0
億
円
。
こ
の
う
ち
、
H

　

N
T
T
ド
コ
モ
㈱
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
同

社
の
携
帯
電
話
『
i
モ
ー
ド
』

の
加
入
者
が
8
月
6
日
現
在
で

1
、
0
0
0
万
人
の
大
台
に

乗
っ
た
と
発
表
し
た
。

　
　

年
2
月
に
世
界
で
初
め
て

99
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
て
以
来
、
1
年
6
ヶ
月
と
い

う
ス
ピ
ー
ド
で
一
気
に
普
及
し

た
。
同
社
の
立
川
敬
二
社
長
は
、

今
年
初
め
に
は
2
0
0
0
年
末

ま
で
に
1
、
0
0
0
万
人
突
破

を
目
指
す
と
し
て
い
た
が
、
設

備
投
資
計
画
の
見
直
し
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
供
誤
算
僑
と
な
っ

た
。 

　

当
初
は
社
内
に
も
普
及
を
疑

問
視
す
る
向
き
が
あ
っ
た
も
の

の
、
若
い
女
性
を
中
心
に
「
パ

ソ
コ
ン
が
で
き
な
く
て
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
め
る
」
と
、

大
ヒ
ッ
ト
し
た
。

　

今
年
3
月
に
は
加
入
者
が
5

0
0
万
人
を
突
破
し
、
春
先
か

ら
は
、
加
入
者
の
急
増
に
よ
っ

て
接
続
が
不
能
に
な
る
ケ
ー
ス

が
続
出
。
一
時
、
新
規
加
入
を

中
止
す
る
措
置
も
講
じ
て
い

た
。 

　

携
帯
電
話
の
ラ
イ
バ
ル
各
社

も
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
型
の
携
帯
電
話
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
D
D
I
セ
ル
ラ
ー
グ

ル
ー
プ
、
ツ
ー
カ
ー
グ
ル
ー
プ

お
よ
び
I
D
O
が
手
が
け
る

『
E
Z
ウ
ェ
ブ
』
は
、
7
月　
28

日
に
3
0
0
万
人
を
突
破
。
ま

た
J
倆
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ

の
『
J
倆
ス
カ
イ
』
も
現
在
2

2
0
万
人
を
超
え
て
お
り
、
業

界
全
体
で
は
1
、
5
0
0
万
人

に
達
し
て
い
る
。

　

『
i
モ
ー
ド
』
は
、
現
在
で
も

1
日
の
加
入
者
が
4
～
5
万
人

に
上
る
が
、
今
後
は
若
干
ス
ロ

ー
ダ
ウ
ン
す
る
見
込
み
だ
。

　

三
菱
総
合
研
究
所
（
以
下
M

R
I
）
は
、
国
内
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
者
が
6
月
末
時
点

で
初
め
て
2
、
0
0
0
万
人
を

突
破
し
た
と
い
う
調
査
結
果
を

発
表
し
た
。

　

こ
れ
は
ネ
ッ
ト
レ
イ
テ
ィ
ン

グ
ス
社
と
共
同
で
、
昨
年　

月
10

末
か
ら
無
作
為
抽
出
に
よ
る
電

話
調
査
を
し
て
い
る
も
の
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
6
月
末
の

利
用
者
総
数
は
2
、
0
4
5
万

人
で
、
総
人
口
の　

・
7
％
に

16

相
当
す
る
。
今
年
3
月
末
時
点

と
比
較
し
た
増
加
率
は　

・
6

23

％
で
、
昨
年
末
か
ら
3
月
末
に

至
る
増
加
率
5
・
3 
％
を
大
き

く
上
回
っ
た
。

　

今
後
も
同
様
の
ト
レ
ン
ド
が

続
け
ば
、
今
年
末
の
利
用
者
は

2
、
6
0
0
万
人
（
総
人
口
の

　

・
1
％
）
水
準
で
、
普
及
が

212
割
を
突
破
す
る
。
M
R
I
は
，

我
が
国
で
も
本
格
的
な
普
及
期

に
入
っ
て
き
た
と
分
析
し
て
い

る
。 

　

ま
た
、
自
宅
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
人
の

割
合
を
推
計
し
た
調
査
に
よ
る

と
、
東
京
と
神
奈
川
の
み
が　
15

％
を
超
え
た
一
方
、
青
森
、
秋

田
、
長
崎
、
大
分
な
ど　

県
で

10

は
5
％
未
満
に
止
ま
っ
て
お
り
、

供
地
域
デ
バ
イ
ド
（
格
差
）僑 

も
顕
在
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
利
用
者
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
者
の　

・
8
％
と

14

な
っ
て
お
り
、
総
人
口
の
う
ち

約
1
・
5
％
に
相
当
し
て
い
る
。

　　

互
助
会
加
入
者
の
う
ち
、
次

の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。な
お
、互
助
会
規
約
に

基
づ
き
病
気
、
そ
の
他
で
亡
く

な
ら
れ
た
ご
遺
族
の
方
に
弔
慰

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
北
海
道
】
上
川
郡
朝
日
町　

㈱
長
谷
川
電
機　

　
　
　
　
　

長
谷
川
佳
夫
様　
６６

【
新
潟
】
両
津
市
大
字
福
浦　

共
栄
電
設　
　
　

望
月
亨
様　
８１

【
新
潟
】
上
越
市
春
日
新
田　

㈱
石
田
商
会　

石
田
紀
昭
様　
５８

【
富
山
】
高
岡
市
中
田　

大
塚
電
気
商
会　

　
　
　
　
　
　

大
塚
彰
治
様　
５１

【
石
川
】金
沢
市
新
神
田　

加
州
電
工

　
　
　
　

㈱
北
村
外
喜
男
様　
６３

【
千
葉
】成
田
市
東
和
田

㈱
高
岡
電
機
店　

　
　
　
　
　
　

高
岡
恒
雄
様　
６１

【
東
京
】調
布
市
佐
須
町　

又
喜
商
事
㈱　

水
野
正
嗣
様　
５７

【
東
京
】府
中
市
是
政　

㈱
弘
和
電
機　
　

齋
藤
弘
様　
７５

【
東
京
】足
立
区
皿
沼　

啓
制
御
工
業
㈱

　
　
　
　
　
　

坂
原
一
男
様　
５８

【
東
京
】台
東
区
根
岸

㈲
徳
岡
電
機
工
業
所　

　
　
　
　
　
　
　

徳
岡
忠
様　
６７

【
神
奈
川
】
川
崎
市
川
崎
区
新
川

通　

川
崎
電
設
㈱

　
　
　
　
　
　

佐
野
泰
彦
様　
５４

【
神
奈
川
】
横
浜
市
緑
区
青
砥
町

弘
真
電
設
㈱　

鈴
木
弘
治
様　
５６

【
静
岡
】掛
川
市
領
家

㈲
松
栄
電
気
設
備
工
業
所　

　
　
　
　
　
　

松
浦
英
男
様　
５９

【
三
重
】度
会
郡
小
俣
町　

オ
ク
ノ
電
器　

奥
野
元
和
様　
４８

【
兵
庫
】西
宮
市
甲
東
園　

協
和
電
機
㈱　

花
田
庄
一
様　
７４

【
兵
庫
】姫
路
市
大
津
区
平
松　

土
井
電
化
店　

土
井
久
雄
様　
６８

【
兵
庫
】洲
本
市
栄
町　

チ
ド
リ
電
機
㈱

　
　
　
　
　
　

日
野
晴
彦
様　
６２

【
兵
庫
】西
宮
市
上
大
市　

甲
子
園
電
気
㈱　

　
　
　
　
　
　

村
上
睦
夫
様　
６０

【
岡
山
】真
庭
郡
落
合
町

㈱
ア
ビ
ッ
ク　

　
　
　
　
　

安
藤
美
紀
男
様　
４８

【
広
島
】
呉
市
清
水

㈲
森
電
設　
　
　

森
整
一
様　
４４

【
広
島
】
広
島
市
中
区
加
古
町

㈱
井
上
電
業
社　

井
上
章
様　
５８

【
愛
媛
】
新
居
浜
市
郷

㈲
山
下
愛
媛
電
機
商
会　

　
　
　
　
　
　

山
下
正
記
様　
６１

【
高
知
】
高
知
市
横
内　

西
山
電
気
店　

西
山
岩
雄
様　
７４

【
福
岡
】
福
岡
市
門
司
区
稲
積　

㈲
若
島
電
気
工
事　

　
　
　
　
　
　

若
島
孝
明
様　
４７

【
福
岡
】
福
岡
市
八
幡
東
区
西
本

町　

む
つ
み
電
気
商
会　

　
　
　
　
　
　

田
村
義
一
様　
６８

【
福
岡
】
春
日
市
下
白
水
南　

栄
電
業
社　
　

城
戸
俊
行
様　
５２

【
沖
縄
】
沖
縄
市
安
慶
田

㈲
大
和
電
気　

永
岡
純
法
様　
６９

i
倆
H
o
は
7
月
末
の
会
員
が

　

万
人
（
内
ネ
ッ
ト
接
続
会
員

64は　

万
人
）
に
止
ま
っ
て
い
る

35

が
、
e
コ
マ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
の

拡
大
、
料
金
の
多
様
化
な
ど
に

よ
り
、
2
0
0
0
年
度
末
ま
で

に
会
員
数
を
1
0
0
万
人
（
同

　

万
人
）
に
増
や
す
計
画
だ
。

44
　

地域別利用者数と利用率
                        (3 月現在)

ネット事業、2003年に
　　　　　1000億円へ
会員数を100万人規模に

松
下
電
器

ネ
ッ
ト
利
用
者
二
千
万
人
突
破

地
域
格
差
も
顕
在
化

一
年
半
で
一
気
に
普
及

ド
コ
モ
の
i
モ
ー
ド
、
一
千
万
人
突
破

ＢＳデジタル放送や、ＣＳ 110・地上デジタ

ル放送・デジタルＣＡＴＶ等におけるデータ

放送サービスとインターネットを活用し、放

送・通信を連動したサービスを提供するサー

バーやゲートウェイ、受信機からなる en d-

to-en d システム。

　会員数 210,000 名を有する日本有数のイン

ターネットサービスプロバイダー。1997 年 9

月に本格サービスを開始して以来、プロバイ

ダーとして着実に事業基盤を固め、特に

ショッピングサイト・Hi-H O ショッピングア

ベニューやコンテンツサービスの拡充に注力。

2000 年度末には、 Hi-H O の各種サービスを

利用するサービス会員を 200 万人に拡大する

計画。

ｅプラットフォーム

Panasonic Hi-HO

広告スペース
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I
T
と
は
、「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
情

報
（
イ
ン
フ
ォ
）
を
供
蓄
え
僑

供
伝
達
し
僑供
処
理
す
る
僑
技
術

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
の
こ
と
を

い
う
。

　

情
報
を
蓄
え
、
処
理
す
る
技

術
で
は
パ
ソ
コ
ン
が
上
げ
ら
れ

る
が
、
そ
の
他
、
電
化
製
品
な

ど
に
も
マ
イ
コ
ン
が
使
用
さ
れ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。

　

供
通
信
技
術
僑
の
中
心
は
電
話
、

携
帯
電
話
な
ど
で
、
こ
の
よ
う

に
電
気
や
電
波
に
よ
り
情
報
を

伝
え
る
た
め
の
技
術
の
こ
と
を

い
う
。
ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
間
で

の
構
内
通
信
網
、
建
物
内
な
ど

比
較
的
狭
い
範
囲
に
設
置
さ
れ

て
い
る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

（
L
A
N
）
と
呼
ば
れ
、
こ
れ

も
通
信
技
術
の
一
種
で
あ
る
。

　

I
T
を
活
用
す
る
た
め
に
は

プ
リ
ン
タ
ー
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

な
ど
の
出
力
装
置
も
必
須
だ
。

つ
ま
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技

術
と
通
信
技
術
が
I
T
の
中
心

な
の
で
あ
る
。　

　

例
え
ば
I
T
の
一
例
と
し
て
、

銀
行
の
A
T
M
や
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
P
O
S
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

P
O
S
シ
ス
テ
ム
で
は
、
販
売

情
報
を
随
時
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
伝
え
、
売
れ
筋
商

品
の
分
析
な
ど
に
利
用
で
き
る
。

   
こ
の
よ
う
に
通
信
技
術
を
用

い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
つ
な

ぐ
こ
と
に
よ
り
、
遠
隔
地
の
情

報
を
利
用
し
た
り
、
全
国
各
地

か
ら
取
引
が
行
え
た
り
と
I
T

の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く
。

　

「
I
T
革
命
」
と
は
、
以
上
述

べ
て
き
た
よ
う
な
I
T
（
情
報

技
術
）
が
進
歩
し
、
社
会
で
利

用
さ
れ
る
こ
と
が
著
し
く
増
加

し
て
、
世
の
中
の
状
況
が
大
き

く
変
化
す
る
こ
と
を
い
う
。　

で
は
、
今
ま
で
の
I
T
と
、
今

の
I
T
と
の
違
い
は
何
な
の
か
。

　

第
1
点
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
性

能
向
上
、
低
価
格
化
に
よ
る
、

一
般
家
庭
へ
の
パ
ソ
コ
ン
の
急

速
な
普
及
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
2
点
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
通
信
技
術
の
中
で
別

格
の
地
位
を
確
立
し
た
と
い
う

こ
と
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
索
の

み
な
ら
ず
、
企
業
間
で
の
機
密

性
・
確
実
性
が
求
め
ら
れ
る
情

報
の
受
け
渡
し
な
ど
に
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
さ
れ
は

じ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。「
あ
ら

ゆ
る
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
伝
達
で
き
る
」
と
い
う
事
実

が
今
ま
で
と
今
と
の
決
定
的
な

違
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

①
景
気
変
動
が
少
な
く
な
る
涯

　

景
気
後
退
の
原
因
と
な
る
理

由
の
一
つ
に
在
庫
が
残
り
生
産

量
を
減
ら
さ
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
る
こ
と
。
I
T
利
用
で
、

販
売
量
と
生
産
数
を
同
数
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
在
庫
変
動
が

無
く
な
り
景
気
変
動
も
少
な
く

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
景
気
変
動
の
な
い
経

済
は
「
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
新

経
済
）
」
と
呼
ば
れ
、
本
当
に
変

動
が
無
く
な
っ
た
か
は
確
か
で

は
な
い
が
、
I
T
先
進
国
で
あ

る
米
国
で
は
景
気
の
拡
大
が
続

い
て
い
る
の
は
事
実
だ
。

②
企
業
間
の
I
T
利
用
に
よ
る

競
争
力
の
格
差

　

現
在
注
目
さ
れ
て
い
る
企
業

の
殆
ど
が
、
I
T
利
用
に
積
極

的
で
優
れ
た
取
り
組
み
方
を

行
っ
て
い
る
。
米
国
の
デ
ル
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
I
T
利
用
で

在
庫
を
少
な
く
し
、
資
金
回
り

を
速
め
る
こ
と
で
、
最
近
一
気

に
全
米
ト
ッ
プ
2
に
ま
で
成
長

し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
I
T

を
有
効
活
用
で
き
る
企
業
と
、

で
き
な
い
企
業
と
の
間
に
は
競

争
力
に
か
な
り
の
差
が
生
じ
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

③
家
庭
生
活
の
変
化

　

パ
ソ
コ
ン
等
の
I
T
が
家

庭
に
普
及
し
、
消
費
者
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
で
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
み
、
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
受
け
る
事
が
多
く

な
る
。

④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

変
化

　

ポ
ケ
ベ
ル
に
始
ま
り
、
今
や

携
帯
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル
等
の

I
T
は
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
遠
隔
地
に
住
む
顔
も

知
ら
な
い
人
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
て
い

く
の
で
あ
る
。

⑤
企
業
間
取
引
の
変
化

　

個
人
だ
け
で
な
く
、
企
業
も

I
T
を
利
用
し
て
情
報
や
サ

ー
ビ
ス
を
調
達
し
て
い
る
。
長

期
的
な
取
引
慣
行
が
無
く
な
る

な
ど
の
変
化
が
起
こ
る
可
能
性

も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
I
T
革
命
は
、

小
規
模
家
内
工
業
か
ら
大
規
模

工
場
生
産
へ
と
大
変
化
し
た

「
産
業
革
命
」
と
は
異
な
り
、

大
き
く
経
済
体
制
を
変
え
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。

　

で
は
な
ぜ
「
革
命
」
と
言
わ

れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
全
て
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
ビ
ジ
ネ
ス
を

発
展
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
考
え
れ
ば
、
実
現

す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
、

技
術
の
専
門
家
で
な
く
て
も
、

革
命
の
進
展
に
大
き
く
貢
献
で

き
る
。
そ
し
て
一
番
の
違
い
は
、

I
T
革
命
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
I
T
技
術
が
直
接
的
に
供
一

般
消
費
者
僑
つ
ま
り
供
家
庭
僑

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の

な
の
だ
。

　

I
T
社
会
が
進
む
こ
と
に
よ

り
、
電
気
工
事
業
者
も
従
来
の

よ
う
に
受
注
型
で
は
な
い
、
対

顧
客
相
手
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
可
能

に
な
る
と
言
う
こ
と
だ
。

と
、
い
う
こ
と
は
電
気
工
事
業

者
に
も
、
よ
り
一
層
の
情
報
収

集
・
知
識
・
技
術
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。
同
時
に
、
情
報
弱
者

に
な
ら
な
い
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
や
通
信
機
器
を
使
い
こ
な

せ
る
技
術
が
必
須
と
な
る
事
も

否
め
な
い
。

　

し
か
し
、
個
人
の
能
力
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、
ビ
ッ
グ
ビ

ジ
ネ
ス
に
繋
が
る
チ
ャ
ン
ス
は

い
く
ら
で
も
開
け
て
い
る
の
だ
。

I
T
社
会
で
は
、
企
業
の
大
小

の
格
差
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

広
告
費
の
出
せ
な
い
中
小
企

業
で
あ
っ
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
使
っ
て
広
告
を
載
せ
る
こ
と

も
で
き
る
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
、

ど
の
様
な
山
奥
に
い
て
も
、
情

報
収
集
・
新
し
い
技
術
を
常
に

身
に
つ
け
、
柔
軟
で
積
極
的
な

姿
勢
と
営
業
力
を
持
て
ば
、
大

成
功
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
だ
。

　

い
か
に
し
て
、
こ
の
I
T
革

命
に
工
事
業
者
が
積
極
的
に
反

応
し
て
、
取
り
入
れ
て
い
け
る

か
が
課
題
で
あ
る
。
ア
イ
デ
ア

次
第
で
は
ｅ
倆
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

参
加
も
可
能
で
あ
り
、
I
T
を

利
用
し
て
消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
る
た
め
、
よ
り

細
か
な
要
求
に
も
応
え
て
い
け

る
。

　

今
ま
さ
に
消
費
者
が
求
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

提
案
型
営
業
に
も
I
T
は
有
効

な
手
段
で
あ
る
だ
ろ
う
。
事
業

者
と
消
費
者
の
直
結
こ
そ
が
I

T
革
命
な
の
で
あ
る
。

　

★　
　
　
　
　
　
　
　

★

　

建
設
業
界
で
も
、
I
T
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
動
き
が
あ

る
。

　

今
年
8
月
1
日
よ
り
、
建
設

資
材
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス

事
業
を
行
う
合
併
会
社
「
㈱
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ー
シ

ー
・
ド
ッ
ト
コ
ム
」
を
設
立
し

た
。
㈱
N
T
T
デ
ー
タ
、
鹿
島

建
設
㈱
、
清
水
建
設
㈱
、
大
成

建
設
㈱
、
㈱
大
林
組
、
㈱
竹
中

工
務
店
、
日
本
オ
ラ
ク
ル
㈱
の

7
社
の
合
併
会
社
で
、
今
年　
12

月
よ
り
建
設
仮
設
資
機
材
の
リ

ー
ス
レ
ン
タ
ル
の
見
積
以
来
か

ら
発
注
、
請
求
、
支
払
い
ま
で

の
業
務
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
マ
ー
ケ
ッ
ト

プ
レ
イ
ス
」
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。

　

社
員
数
は
約　

名
。
年
度
内

20

に
は
建
設
本
資
機
材
に
対
象
を

拡
張
し
、
順
次
情
報
サ
ー
ビ
ス

や
A
S
P
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
な
ど
建
設
業
務
で
日
常
的
に

ア
ク
セ
ス
さ
れ
る
「
建
設
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
へ
事
業
展
開
を

し
て
い
き
、
建
設
業
界
の
I
T

活
用
の
推
進
向
上
を
目
指
す
。 

　

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
＝ｈ

tt
p
：

/
/
w
w
w
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o
n
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r
u
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n
権
e
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o
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今
後
、
電
気
工
事
業
界
に
も

こ
の
よ
う
な
I
T
革
命
の
波
が

押
し
寄
せ
て
く
る
日
も
そ
う
遠

く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。  

★「
I
T
」と
は
何
か
？

★
I
T
革
命
で　
　
　

　

何
が
変
わ
る
の
か
？

★
電
気
工
事
業
者
と　

　
　
　
　
　

I
T
革
命

★
「
I
T
革
命
」

　
　
　

と
は
何
か
？

　

最
近
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
、
新
聞
、
広
告
な
ど
あ
ら
ゆ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
目
に
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
「
I
T
革
命
」
と
い
う
言
葉
。
で
は
、「
I
T
革
命
」
と
は
い
っ
た
い
何

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
に
産
業
革
命
以
来
の
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
の
「
I
T
革
命
」
と
は
？
今
、
社
会
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
シ
リ
ー

ズ
で
解
明
し
て
い
く
。
わ
れ
わ
れ
電
気
工
事
業
界
に
と
っ
て
も
変
革
の
時
期
が
迫
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。                

『
I
T
革
命
』
に
つ
い
て
考
え
る
《
そ
の
1
》

IT の進歩と普及により、社会が変化していく（富士総合研究所著参考）
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